
神奈川県警
に入る

看護師の勉強を頑張り
国家試験に合格します！

労働基準監督
署に入りたい

自分で決められ
る大人になる 仕事を頑張る

大学生活を
頑張る

いい人を
つかまえたい　

親に恩返し
がしたい 両親に感謝！

スカイダイビングに挑戦

成人式実行委員の皆さん

住 み よ さ 発 見 　 市 民 都 市 か す が
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今号の表紙
　1月12日、ふれあい文化センターで行われた成人式。春日市では1346人の新
成人（平成26年12月1日現在）が大人の仲間入りをしました。中央の写真は「新
成人代表のことば」を述べる北川　諒（きたがわ　りょう）成人式実行委員長。



　
市
政
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
考
え
を
聞
く
た
め
、６
月
か
ら
８
月
に
か
け

て「
市
民
意
識
調
査
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
で
は
、高
齢
者
支
援
や
子
育
て
、防
犯
防
災
、環
境
問
題
な
ど
、幅
広

い
分
野
で
の
春
日
市
の
長
所
や
短
所
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
一
部
を
こ
こ
で
紹
介
し
ま
す
。

順位 市の望ましいまちの姿 満足度

1 上水道の安定供給 93.4％

2 リサイクルの促進 83.3％

3 消防、救急体制の充実 82.4％

4 公園の整備 79.0％

4 市民活動の活性化 79.0％

6 学校教育の充実 78.9％

7 子どもを育む
地域の輪の創出 76.7％

8 人権の尊重 73.0％

9 健康意識の向上 72.8％

10 男女平等参画 71.9％

対象　無作為に抽出した20歳以上の
市民2000人

調査方法　無記名による郵送法
有効回収数　777件（38.9％）
※うち男性328人、女性442人、性別不明7人

問 

春
日
市
の
住
み
よ
さ
に
つ
い
て

答 

約
94
％
の
人
が
住
み
よ
い
と
回
答
し
て
い
ま

す
。

住みよい
94.2％
住みよい
94.2％

無回答
2.7％
無回答
2.7％住みにくい

3.1％

問 

今
後
の
居
住
意
向
に
つ
い
て

答 

約
92
％
の
人
が
、今
後
も
春
日
市
に
住
み
続

け
た
い
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

住み続けたい
91.6％
住み続けたい
91.6％

無回答
3.3％
無回答
3.3％住み続けたく

ない　5.0％

問 

春
日
市
の
現
状
へ
の
評
価
は

答 

「
上
水
道
の
安
定
供
給
」、「
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
」、

「
消
防
、救
急
体
制
の
充
実
」な
ど
が
高
い
評
価
を
得
ま

し
た
。

　
評
価
が
低
か
っ
た
も
の
は「
安
全
で
快
適
な
交
通
の

確
保
」、「
商
店
街
の
活
性
化
」、「
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い

の
創
出
」な
ど
で
し
た
。

順位 市の望ましいまちの姿 満足度

１ 安全で快適な
交通の確保 26.8％

２ 商店街の活性化 37.8％

3 駅周辺の
にぎわいの創出 40.7％

４ 市民目線の
行政運営 47.0％

５ 市民の行政への
参加意欲の向上 47.6％

■満足度が高いもの■満足度が低いもの

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

市
民
意
識
調
査

市
民
意
識
調
査
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問 
市
が
力
を
入
れ
て
い
く
べ
き
も
の
は

答 
３
割
を
超
え
る
人
が「
高
齢
者
の
生
活
支

援
」、「
仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
」と
回
答
し
、

前
回
と
同
様
に
上
位
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

問 

市
民
が
積
極
的
に
関
わ
っ
た
方
が
よ
い
も
の
は

答 

市
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
活
動
な
ど
で

積
極
的
に
関
わ
っ
た
方
が
よ
い
も
の
に
つ
い

て「
防
犯
意
識
の
向
上
」、「
子
ど
も
を
育
む
地

域
の
輪
の
創
出
」な
ど
が
前
回
と
同
様
に
上
位

と
な
り
ま
し
た
。

自
由
意
見

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
現
在
は
住
宅
も
増
え
て
活
気
が
あ
る
が
、近
い
将
来
老
人
が

多
く
な
る
と
思
う
の
で
、先
の
こ
と
を
考
え
た
行
政
の
運
営

を
し
て
ほ
し
い（
60
代
女
性
）。

▽
住
み
や
す
い
ま
ち
と
春
日
市
が
昔
か
ら
大
好
き
で
あ
る
。こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い（
20
代
女
性
）。

▽
子
ど
も
が
健
全
に
育
ち
、教
育
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
、将

来
の
春
日
市・地
域
へ
の
還
元
へ
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
る
。

そ
う
い
う
地
域
で
あ
っ
て
ほ
し
い
の
で
、教
育
の
充
実
を
希

望
す
る（
30
代
女
性
）。

▽
警
察
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、春
日
公
園
周
辺
、特
に
朝
の
通

勤・通
学
時
の
踏
み
切
り
、Ｊ
Ｒ
駅
周
辺
の
自
転
車
の
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
に
努
め
て
ほ
し
い（
50
代
男
性
）。

　
今
回
の
調
査
で
は
、こ
の
よ
う
な
自
由
意
見
が
約
３
０
０
件

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
中
で
、市
の
現
状
を
評
価
い
た
だ
い
た

反
面
、厳
し
い
指
摘
や
提
案
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。一
つ
一
つ

の
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、今
後
の
市
政
運
営
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
。

問い合わせ先　行政管理課企画担当
☎（584）1111　F（584）1145

順位 項目 力を入れるべき

1 高齢者の
生活支援 32.7％

2 仕事と育児の
両立支援 32.4％

3 防犯意識の向上 24.5％

4 安全で快適な
交通の確保 24.1％

5 歩道整備 23.8％

■市が力を入れるべきもの

順位 項目 市民が関わ
るべき

1 防犯意識の
向上 32.7％

2 子どもを育む
地域の輪の創出 27.3％

3 地域住民の
交流の促進 23.4％

4 リサイクルの
促進 23.4％

5 高齢者の
生活支援 18.3％

■市民が積極的に関わるべき
もの

※
こ
の
他
に
も「
不
燃
物
収
集
」や「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー

ル
の
取
り
組
み
」な
ど
に
つ
い
て
の
項
目
も
調
査
し
て
い

ま
す
。詳
し
く
は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
て
く
だ
さ
い
。

ご協力ありがとう
ございました。

市 報 か す が
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　男女が共に、一人一人の個性と能力を発揮することができる男女共同参画社会の実現に向け
フォーラム（集会）を開催します。今年度のフォーラムの目玉は、桂

かつら
 三

さんせん
扇（上方落語家）の講演会で

す。落語を交えながらの楽しい話を聞いて、男女共同参画社会について考えてみませんか。

託児申込・問い合わせ先
人権政策課人権男女共同参画担当

☎（584）1201　F（584）1181

出
典：
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
発
行「
ひ
と
り
ひ
と
り

が
幸
せ
な
社
会
の
た
め
に
」

※
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w
w
.gender.go.jp/

）で
確
認
で
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
ミ
ニ
知
識

「
２
０
２
０
３
０
」と
は

　
２
０
２
０
３
０（
に
い
ま
る
に
い
ま
る
さ

ん
ま
る
）を
知
っ
て
い
ま
す
か
。こ
れ
は
、「
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、２
０
２
０

年
ま
で
に
、指
導
的
地
位
に
女
性
が
占
め
る

割
合
が
、少
な
く
と
も
30
％
程
度
に
な
る
よ

う
期
待
す
る
」と
政
府
が
掲
げ
た
目
標
で
す
。

　
こ
の「
指
導
的
地
位
」と
は
、議
会
議
員
や

法
人・
団
体
な
ど
に
お
け
る
課
長
相
当
職
以

上
の
者
、専
門
的・技
術
的
な
職
業
の
う
ち
特

に
専
門
性
が
高
い
職
業
に
従
事
す
る
者
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。

　
内
閣
府
が
発
表
し
た
平
成
26
年
版
デ
ー
タ

で
は
、女
性
の
管
理
的
職
業
従
事
者
の
割
合

は
11・
２
％
と
国
際
的
に
見
て
も
低
い
の
が

日
本
の
現
状
で
す
。

○就業者および管理的職業従事者
に占める女性の割合（国際比較）

日時　3月1日㈰　午後1時〜 3時
場所　ふれあい文化センター旧館サンホール（大谷6‒24）
内容
▷春日市男女共同参画フォーラム実行委員会「じょなさんクラブ」によ

る春日市の男女共同参画推進ソング「男
ひ と

女のち・か・ら」の合唱
▷講演会
　“女もやれるんや”上方笑女隊〜落語界の男女共同参画〜

▷人権啓発コーナー
・ 人権イメージキャラクター「人Ｋ

け ん
ＥＮまもる君＆あゆみちゃん」の 

  塗り絵コーナー
　・ 人権擁護委員の仕事内容紹介パネルの展示

※手話通訳・要約筆記、託児（生後５カ月以上の未就学児、無料、２月20
日㈮までに要申込）も行います。

放課後児童クラブ絵画展

テーマ　「だーいすき！」、「未来の私」
日時　3月1日㈰〜 6日㈮
場所　ふれあい文化センター新館ふ

れあいプラザ（図書館前）

同時開催
講師：桂

かつら

　三
さんせん

扇(上方落語家)
　甲南女子大学在学中に、門下７番目の弟子として
桂
かつら

　三
さ ん し

枝（現・6代文
ぶ ん し

枝）に入門。上方では、露の都、桂
かつら

あやめに次いで３番目の女性落語家。大阪の上方落
語寄席小屋「天

てんまんてんじんはんじょうてい
満天神繁昌亭」や地域寄席などで実力

派の落語家として活躍中。落語の世界は女性の落語
家は少ない。圧倒的に男性が多い世界での奮闘ぶり
を、笑いを交えて語る。

入場無料、申込
不要

0 20 40 60 80 100

日 本

スウェーデン
オーストラリア

フ ラ ン ス

ノ ル ウ エ ー

ア メ リ カ

イ ギ リ ス

ド イ ツ

シンガポール

韓 国

フ ィ リ ピ ン

マ レ ー シ ア
11.2％

39.4％
35.5％

43.7％

32.2％

34.2％

28.6％

34.7％

33.8％

11.0％

47.6％

21.5％

平成26年度春日市男女共同参画フォーラム

“女もやれるんや”上方笑女隊 ～落語界の男女共同参画～“女もやれるんや”上方笑女隊 ～落語界の男女共同参画～
か  み  が  た  し  ょ  う  じ  ょ  た  い

人権イメージキャラクター
人KENまもる君 人KENあゆみちゃん
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次
に
該
当
す
る
人
は
、市
県
民
税
の
申
告
が

必
要
で
す
。

▽
平
成
27
年
1
月
1
日
現
在
、市
内
に
居
住
し
て

い
る
人
で
、平
成
26
年
に
収
入
が
あ
っ
た
人

▽
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
制
度
の
加
入
者
と
そ
の
世
帯
主

※
た
だ
し
、次
の
人
は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

▽
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

▽
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
な
い
人
で
勤
務

先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
市
に
提
出
さ

れ
て
い
る
人

▽
公
的
年
金
所
得
の
み
で
控
除
の
追
加
が
な

い
人

※
平
成
27
年
度
の
申
告
か
ら
、医
療
費
控
除
を
申

告
す
る
場
合
は
、待
ち
時
間
短
縮
の
た
め
、あ

ら
か
じ
め
医
療
費
の
明
細
書（
下
図
参
照
）を

作
成
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。明
細
書

は
任
意
の
様
式
で
構
い
ま
せ
ん
が
、医
療
費
を

受
け
た
人
ご
と
に
、各
医
療
機
関
へ
の
支
払
い

を
集
計
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
配
布
場
所　
税
務
課（
市
役
所
1
階
）、

西
出
張
所（
昇
町
1
ー
１
２
０
い
き
い

き
プ
ラ
ザ
内
）

申
告
期
間　

2
月
16
日
㈪
〜
3
月
16
日
㈪（
平

日
の
み
）

時
間　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分
、午
後
1

時
〜
4
時

申
告
会
場　

市
役
所
2
階
２
０
７
会
議
室

（
〒
816
ー
８
５
０
１
春
日
市
役
所
）

※
申
告
書
は
郵
送
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

※
障
が
い
者
手
帳
を
取
得
し
た
人
お
よ
び
勤
労

学
生
で
平
成
27
年
度
も
引
き
続
き
学
生
の
人

は
、市
県
民
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

※
次
に
該
当
す
る
人
は
、3
月
6
日
㈮
ま
で
の

間
、同
会
場
で
確
定
申
告
の
申
告
相
談
が
で
き

ま
す
。

▽
65
歳
以
上
で
、公
的
年
金
ま
た
は
給
与
収
入

の
み
の
人

▽
障
が
い
が
あ
る
人
で
、イ
オ
ン
モ
ー
ル
筑
紫

野
で
の
申
告
相
談
が
困
難
な
人

市県民税申告をお忘れなく
税務課 市民税担当　☎（584）1111　F（584）1141

確定申告会場の設置

　筑紫税務署は、次のとおり確定申告の相談会場を設
置します。
場所　イオンモール筑紫野２階イオンホール（筑紫野市
立
りゅうみょうじ

明寺434ｰ1）
設置期間　2月9日㈪〜3月16日㈪（土・日曜日、祝日を除く）
受付時間　午前9時〜午後4時
※申告会場設置期間中、筑紫税務署では完成した申告

書の提出は受け付けますが、申告相談は行いません。
※イオンモール筑紫野で申告の相談をする場合は、3月
になると大変込み合いますので、早い時期に来場して
ください。

問い合わせ先　筑紫税務署（筑紫野市針
はりすりにし

摺西1ｰ1ｰ8）
☎（923）1400

らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの

URL
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次
に
該
当
す
る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童（
18
歳
に
達

す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

あ
る
人
、一
定
の
障
が
い
が
あ
る
児
童
は
20
歳

未
満
）を
監
護
し
て
い
る
母（
父
）か
、母（
父
）に

代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

▽
父
母
が
婚
姻（
事
実
婚
を
含
む
）を
解
消
し
て
い
る

▽
父（
母
）が
死
亡
し
て
い
る

▽
父（
母
）が
一
定
程
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る

▽
父（
母
）の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

▽
父（
母
）か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

▽
父（
母
）が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）保
護
命
令
を
受
け
た

▽
父（
母
）が
法
令
で
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る

▽
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
産
を
し
た

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、手
当
て
を
受

給
で
き
ま
せ
ん
。

▽
母（
父
）が
事
実
上
の
婚
姻
関
係（
内
縁
関
係
な
ど
）

が
あ
る

▽
母（
父
）ま
た
は
養
育
者
が
日
本
国
内
に
住
所
を
有

し
な
い

▽
児
童
が
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い

▽
対
象
児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
、ま
た
は

児
童
福
祉
施
設
や
少
年
院
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

※
手
当
て
を
受
け
る
人
や
そ
の
配
偶
者（
父
か
母
が
障

が
い
の
場
合
）、ま
た
は
同
居
の
扶
養
義
務
者（
父
母
、

祖
父
母
、子
、き
ょ
う
だ
い
な
ど
）の
前
年（
１
月
か
ら

６
月
ま
で
に
請
求
す
る
人
は
前
々
年
）の
所
得
が
一

定
以
上
で
あ
る
と
き
は
、手
当
て
の
一
部
ま
た
は
全

部
を
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

手
当
月
額（
全
部
支
給
の
場
合
）

▽
児
童
１
人　
４
万
１
０
２
０
円

▽
児
童
２
人　
４
万
６
０
２
０
円

▽
児
童
３
人　
４
万
９
０
２
０
円

※
以
後
、児
童
が
１
人
増
え
る
ご
と
に
３
０
０
０
円
を

加
算
し
ま
す
。

手
当
て
の
支
払
い　

４・
８・
12
月
に
、支
払
い
月
の
前

月
分
ま
で
を
支
払
い

特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象　
精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
か
母
、ま

た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人

※
た
だ
し
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、手
当

て
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

▽
対
象
児
童
が
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い

▽
対
象
児
童
が
、障
が
い
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る（
た
だ
し
障
害
児

福
祉
手
当
は
年
金
で
は
な
い
た
め
、特
別
児
童
扶

養
手
当
と
の
併
給
可
）

▽
対
象
児
童
が
、児
童
福
祉
施
設
な
ど（
母
子
生
活
支

援
施
設
、保
育
所
、通
園（
所
）施
設
を
除
く
）に
入

所
し
て
い
る

※
手
当
て
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
、そ
の
配
偶
者
ま
た

は
同
居
の
扶
養
義
務
者（
父
母
、祖
父
母
、子
、き
ょ
う

だ
い
な
ど
）の
前
年（
１
月
か
ら
６
月
ま
で
に
請
求
す

る
人
に
つ
い
て
は
前
々
年
）の
所
得
が
一
定
以
上
で

あ
る
と
き
は
、手
当
て
を
支
給
し
ま
せ
ん
。

手
当
月
額

▽
重
度
障
害
児（
１
級
）１
人
に
つ
き
４
万
９
９
０
０
円

▽
中
度
障
害
児（
２
級
）１
人
に
つ
き
３
万
３
２
３
０
円

手
当
て
の
支
払
い　

４・
８・
11
月
に
、支
払
い
月
の
前

月
分
ま
で
を
支
払
い（
11
月
期
に
つ
い
て
は
、８

月
か
ら
11
月
分
）

児童扶養手当、特別児童扶養手当の申請
こども未来課 母子児童担当　☎（584）1111　F（584）1115

制
度
改
正
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
、遺
族
年
金
や
障
害
年
金
、老
齢
年
金

な
ど
の
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、児
童

扶
養
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り
低

い
人
は
、そ
の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
手
当
て
は
、申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
た
こ
と
で
、児

童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
人
の
う
ち
、平

成
26
年
12
月
１
日
現
在
で
支
給
要
件
を
満
た
し
て

い
る
人
が
、平
成
27
年
３
月
ま
で
に
申
請
し
た
場
合

は
、12
月
分
か
ら
の
手
当
て
を
支
給
し
ま
す
。

　
手
当
て
を
受
給
す
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。し

か
し
、市
は
、新
た
に
対
象
と
な
る
人
を
事
前
に
把

握
で
き
な
い
た
め
、個
別
に
案
内
通
知
を
送
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。対
象
と
思
わ
れ
る
人
は
、早
め
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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心
身
に
重
度
の
障
が

い
が
あ
る
人
や
そ

の
人
を
介
護
し
て
い
る
人

に
対
し
て
、国
や
市
は
各

種
手
当
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

　
す
で
に
手
当
て
を
受
給

し
て
い
る
人
に
対
し
て
、

春
日
市
重
度
障
害
者
介
護

手
当
に
つ
い
て
は
、毎
年

５
月
に
、そ
れ
以
外
の
手

当
て
に
つ
い
て
は
毎
年
８

月
に
、現
況
届
を
提
出
し

て
も
ら
い
継
続
の
確
認
を

し
て
い
ま
す
。下
表
の「
対

象
と
な
ら
な
い
人
」に
該

当
し
た
場
合
は
す
ぐ
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。届
け

出
が
な
く
手
当
て
が
過
払

い
と
な
っ
た
場
合
は
、過

払
い
金
の
返
還
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
だ
手
続
き
を
し
て
い

な
い
人
で
、下
表
に
該
当

す
る
場
合
は
、申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

各種障がい者手当を支給
福祉支援課 障がい担当　☎（584）1111　F（584）3090

名称（実施主体）・額 年齢要件 受給要件 対象とならない人 支給月

特別障害者手当（国）

月額2万6000円
※所得制限あり

20歳以上

▷重度の障がい（視覚、聴覚、両上肢、両下肢、
体幹、内臓機能、精神（知的）障がい）が重複
している人、または1つあり、かつ、障害基礎
年金2級程度の障がいが2つ以上ある人

▷両上肢、両下肢、体幹のいずれかに障がいが
あり、かつ常時特別の介護を要する人

▷内臓機能などに重度の障がいがあり、かつ絶
対安静を必要とする人

▷精神（知的）障がいがあり、かつ常時特別の
介護を要する人

※原則として医療機関が作成した専用の診断
書の提出が必要です。

▷障がい者施設や特別養護老
人ホームなどの施設に入所し
ている（短期入所、グループ
ホームなどを除く）

▷病院や療養型医療施設、介護
老人保健施設などの施設に3
カ月を超えて入院（入所）して
いる

2・5・8・11月

障害児福祉手当（国）

月額1万4140円
※所得制限あり

20歳未満

▷重度の障がい（視覚、聴覚、両上肢、両下肢、
体幹、内臓機能、精神（知的）障がい）がある
人

▷身体または精神状態における障がいが重複
し、常時介護を必要とする人

※原則として医療機関が作成した専用の診断
書の提出が必要です。

▷障がい者（児）施設などに入
所している（短期入所、グルー
プホームなどを除く）

▷障がいを事由とする公的年金
（障害厚生年金など）を受給
できる

2・5・8・11月

春日市心身障害者
福祉手当（市）

月額7000円
※所得制限あり

なし

▷身体障害者手帳1級の人
▷療育手帳A判定の人
▷精神障害者保健福祉手帳1級の人

▷障がい者施設や特別養護老
人ホームなどの施設に入所し
ている（療養型医療施設、介
護老人保健施設、短期入所、
グループホームなどを除く）

▷特別障害者手当または障害
児福祉手当を受給している

2・5・8・11月

春日市外国人障害者
福祉手当（市）

月額1万円
※所得制限あり

昭和37年
1月1日 以
前生まれ

外国人住民で、昭和57年1月1日以前に初診日
があり、身体障害者手帳1・2級または療育手
帳A判定で、障害基礎年金を受給できない人
※医療機関が作成した診断書の提出が必要で

す。

▷公的年金を受給している
▷生活保護費を受給している

3・9月

春日市重度障害者
介護手当（市）

月額6000円

障がい者
本人が

3歳以上

次の人を在宅で常時介護している同一住所地
の人
▷身体障害者手帳1級（下肢または体幹機能

障害が単一で1級の場合のみ）
▷療育手帳A判定
▷精神障害者保健福祉手帳1級

▷入院、入所、通所、就学、就労
などの理由により、常時介護
していると認められない

2・6・10月

※手当ての額はいずれも平成26年度のものです（特別障害者手当および障害児福祉手当は、平成26年4月分から改定）。

■障がい者手当一覧
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法
を
口
座
振
替
に

す
る
と
、金
融
機
関
な
ど
へ
行
く
手
間
が
掛

か
ら
ず
、納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、一
定
期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
支
払
う

前
納
制
度
は
、割
引
が
あ
り
ま
す
。前
納
制
度
は「
１

カ
月
」、「
半
年
」、「
１
年
」、「
２
年
」が
あ
り
ま
す
。口

座
振
替
に
よ
る
前
納
を
希
望
す
る
場
合
は
、２
月
末

日
ま
で
に
預
貯
金
口
座
を
持
っ
て
い
る
金
融
機
関

か
、年
金
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料

○
毎
月
払
い
の
保
険
料

　
１
万
５
２
５
０
円
×
12
月
＝
18
万
３
０
０
０
円

○
１
年
前
納
の
保
険
料

▽
口
座
振
替　

17
万
９
１
６
０
円（
３
８
４
０
円

の
割
引
）

▽
現
金
納
付　

17
万
９
７
５
０
円（
３
２
５
０
円

の
割
引
）

○
２
年
前
納
の
保
険
料

口
座
振
替　

35
万
５
２
８
０
円（
１
万
４
８
０
０

円
の
割
引
）

※
２
年
前
納
の
取
り
扱
い
は
、口
座
振
替
の
み
で

す
。

※
金
額
は
平
成
26
年
度
の
も
の
で
あ
り
平
成
27
年
度

は
未
定
で
す
。

前
納
制
度
に
よ
る
口
座
振
替
日　

▽
１
年
前
納
と
２
年
前
納
は
、４
月
末
日

▽
半
年
前
納
は
、４
月
末
日
と
10
月
末
日

問
い
合
わ
せ
先　

南
福
岡
年
金
事
務
所（
福
岡
市
南

区
塩し

お
ば
る原
３
ー
１
ー
27
）

☎（
５
５
２
）６
１
２
８

F（
５
４
１
）７
６
４
９

国民年金保険料の支払いは口座振替で
国保年金課 年金担当　☎（584）1111　F（584）1141

全
国
体
力・
運
動
能
力
、運
動
習
慣
等
調
査

（
小
学
５
年
生
と
中
学
２
年
生
対
象
）の

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、市
教
育
委
員
会
と
各

学
校
は
、今
後
の
体
力
向
上
に
関
わ
る
取
り
組

み
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
、協
議
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
な
お
、各
種
目
の
平
均
値
は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

実
施
種
目　

握
力
、上
体
起
こ
し
、長
座
体
前

屈
、反
復
横
跳
び
、20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ

ン
、50
ｍ
走
、立
ち
幅
跳
び
、ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
投
げ（
中
学
生
は
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
投
げ
）

平成26年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果
学校教育課 学校教育担当　☎（584）1111　F（584）1153

市民税・県民税の口座振替を
利用している人へ

お詫びと訂正
　平成26年6月10日に発送した、平成26年度市民
税・県民税納税通知書１ページに、口座振替を利用
している人に対して「領収済通知書は第４期の口座
振替後に送付いたします」と記載していましたが、誤
りでした。市民税・県民税を口座振替で納付してい

る人は、「通帳に記載される印字で確認してくださ
い」。
　お詫びして訂正します。
問い合わせ先　税務課市民税担当
☎（５８４）１１１１
F（５８４）1141

小学校 中学校
5年男子 5年女子 2年男子 2年女子

全国 53.91 55.01 41.74 48.66

福岡県 53.62 53.99 40.66 46.85

春日市 55.62 56.17 42.8 49.65

■平成26年度　体力・運動能力比較一覧　　　  （単位：点）
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火災事故が発生
ガス缶・スプレー缶は完全に使い切ってから出してください

　昨年12月9日㈫のごみ収集作業中に、中身が残っ
たガス缶かスプレー缶が原因と考えられる火災事故
が発生しました。
　今回は大事故に至らずに済みましたが、事故の再発
を防ぎ、住民の皆さんや収集作業員の安全のため、ガ
ス缶やスプレー缶を処分するときは次のことを守って
ください。
注意点
○中身を完全に使い切り｢陶器・金属類｣で出す
※穴をあける際に爆発する危険性があるので、ガス缶
やスプレー缶には穴を開けないでください。
○中身を使い切れない場合は、春日大野城リサイクル

プラザに自己搬入し、中身が残っていることを作業
員に伝え手渡す

自己搬入先　春日大野城リサイクルプラザ（春日公園
6ｰ2）

持込日時　月〜金曜日（土・日曜日、祝日を除く）、第３
日曜日
午前8時30分〜11時30
分、午後1時〜4時

問い合わせ先　ごみ減量
推進課ごみ減量担当
☎（５８４）1111
F（５８４）1147

市
民
農
園
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。募
集
区
画
数

は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。現
時
点
で
空

き
区
画
が
な
い
農
園
の
場
合
は
、空
き
区
画
が
発
生
し
た

際
に
補
充
す
る
た
め
の
登
録
の
み
を
行
い
ま
す
。

利
用
期
間　

４
月
１
日
㈬
〜
平
成
28
年
３
月
31
日
㈭（
所

有
者
と
の
同
意
に
よ
り
最
長
５
年
間
延
長
可
）

面
積　
１
区
画
約
30
平
方
メ
ー
ト
ル

利
用
料　
年
間
５
０
０
０
円

申
込
方
法　

２
月
17
日
㈫（
必
着
）ま
で
に
、希
望
農
園
名

（
第
２
希
望
ま
で
）、利
用
者
の
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
面
に
書
い
て
送
る

※
返
信
面
に
は
表・
裏
と
も
に
何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。

※
１
世
帯
１
枚
の
応
募
に
限
り
ま
す
。す
で
に
農
園
を
利

用
し
て
い
る
世
帯
は
応
募
で
き
ま
せ
ん（
３
月
末
で
契

約
が
終
了
す
る
世
帯
は
除
く
）。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
し
、抽
選
に
漏
れ
た
人
は
、

補
欠
者
と
し
て
１
年
間
登
録
し
ま
す
。

申
込
先　

地
域
づ
く
り
課
商
工
農
政
担
当（
〒
816
ー

８
５
０
１
春
日
市
役
所
）

市民農園利用者募集
地域づくり課 商工農政担当　☎（584）1111　F（584）1153

区画・所在地 募集区画数
天神山（天神山1ｰ28） 1区画
白水ヶ丘6（白水ヶ丘6ｰ2) 2区画
下白水南（下白水南5ｰ76） 11区画
昇町（昇町2ｰ94) 3区画
小倉（小倉3ｰ65ｰ1) 2区画
上白水3（上白水3ｰ3） 3区画
惣利5（惣利5ｰ22） 登録のみ
春日1（春日1ｰ6） 登録のみ
春日7（春日7ｰ17） 登録のみ
上白水10（上白水10ｰ6） 3区画
須玖南6ｰ119（須玖南6ｰ119） 3区画
須玖南6ｰ38（須玖南6ｰ38） 8区画（新規）
須玖南4（須玖南4ｰ103） 10区画
白水ヶ丘4（白水ヶ丘4ｰ106） 11区画
若葉台西（若葉台西7ｰ26） 9区画

■利用者を募集する区画

３
月
1
日
か
ら
、新
た

に
2
路
線
の
増
設
と

既
存
路
線
の
一
部
路
線
変
更

を
行
い
、併
せ
て
運
行
時
刻

の
変
更
も
行
い
ま
す
。

　
新
し
い
時
刻
表
と
路
線
図

を
掲
載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
２
月
15
日
号
の
市
報
と
一

緒
に
配
布
し
ま
す
。

　

市
内
を
移
動
す
る
際
は
、

ぜ
ひ「
や
よ
い
」を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

主
な
変
更
点

▽
始
発
を
8
時
30
分
に
変
更

▽「
平
日
ダ
イ
ヤ
」と「
土・日

曜・祝
日・年
末
年
始
ダ
イ

ヤ
」を
そ
れ
ぞ
れ
設
定

▽
須
玖
北
、弥
生
、星
見
ヶ
丘

を
新
た
に
運
行

▽
白
水
ヶ
丘
、白
水
池
、天
神

山
、若
葉
台
東
の
一
方
通

行
地
域
を
解
消

コミュニティバス「やよい」２路線を増設します
都市計画課 計画担当　☎（584）1111　F（584）1143
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市嘱託職員を募集します

業務内容　乳児全戸訪問指導、乳幼児健診業務など
対象　助産師資格と普通自動車運転免許（AT限定可）
　　を有し、母乳相談の経験がある人
任用期間　4月1日〜平成28年3月31日
勤務日数　週4日（月〜金曜日のうち4日間）
勤務時間　午前8時45分〜午後5時（途中45分の休憩

あり）
勤務場所　いきいきプラザ（昇町1ｰ120）
報酬　16万円程度（有給休暇・社会保険あり、賞与・交

通費支給なし）

募集人員　2人
応募方法　2月27日㈮（必着）までに、履歴書と助産師

資格証の写しを提出する（郵送可）
応募先　健康課保健指導担当（〒816ｰ0851昇町1ｰ

120）

助産師（嘱託） 平
成
27
年
度
の
市
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

問い合わせ先　健康課保健指導担当
（501）1134 F（501）0051

平
成
24
年
度
に
実
施
し
た
地

籍
調
査（
国
土
調
査
）の
結

果
に
つ
い
て
、地
権
者
は
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

該
当
す
る
地
権
者
に
は
、案
内

の
ハ
ガ
キ
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

閲
覧
時
に
図
面
な
ど
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

閲
覧
対
象
区
域　
春
日
原
南
町
１

〜
４
丁
目

閲
覧
日
時　
２
月
23
日
㈪
〜
３
月

15
日
㈰

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時

閲
覧
会
場　
市
役
所
３
階
３
０
１

会
議
室

地籍調査結果の閲覧
用地課 地籍調査担当　☎（584）1111　F（584）1143

県
の
Ｐ
Ｍ
２・
５
に
関
す
る
注
意
喚
起
な

ど
の
基
準
変
更
に
基
づ
き
、、次
の
と
お

り
春
日
市
総
合
情
報
メ
ー
ル
に
よ
る
注
意
喚
起

基
準
を
変
更・新
設
し
ま
し
た
。

１
測
定
局
を「
1
カ
所
」か
ら「
2
カ
所
」に
変
更

福
岡
地
域
に
あ
る
測
定
局（
福
岡
市
９
局
、宗

像
市
１
局
、太
宰
府
市
１
局
、糸
島
市
１
局
）

の
う
ち
、２
カ
所
以
上
の
測
定
局
で
午
前
５

時
、６
時
、７
時
の
１
時
間
値
の
平
均
値
が
85

マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
／
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
過

し
た
場
合

２
変
更
な
し

福
岡
地
域
に
あ
る
測
定
局（
福
岡
市
９
局
、宗

像
市
１
局
、太
宰
府
市
１
局
、糸
島
市
１
局
）

の
う
ち
１
測
定
局
で
も
午
前
５
時
か
ら
正
午

ま
で
の
１
時
間
値
の
平
均
値
が
80
マ
イ
ク
ロ

グ
ラ
ム
／
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
過
し
た
場
合

３
新
設

注
意
喚
起
を
実
施
し
た
地
域
内（
福
岡
地
域

内
）に
あ
る
、判
断
基
準
値
を
超
過
し
た
全
て

の
測
定
局
に
お
い
て
、Ｐ
Ｍ
２・５
の
濃
度
の

１
時
間
値
が
２
時
間
連
続
し
て
50
マ
イ
ク
ロ

グ
ラ
ム
／
立
方
メ
ー
ト
ル
以
下
に
改
善
し
た

場
合（
濃
度
が
解
除
条
件
ま
で
改
善
し
な
い

場
合
、午
前
０
時
を
も
っ
て
自
動
解
除
）

※
春
日
市
総
合
情
報
メ
ー
ル
の
登
録
に
つ
い
て

は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の「
春
日
市
総
合
情

報
メ
ー
ル
」登
録
者
募
集（http://w

w
w
.

city.kasuga.fukuoka.jp/life/sonae/
sougoum

ail.htm
l

）を
見
て
く
だ
さ
い
。

　

ＰＭ２・５に関する注意喚起などの基準変更
環境課 生活環境担当　☎（584）1111　F（584）1147
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業務内容　障がい者の生活全般の相談・個別支援・障害支援
区分認定調査など

対象　保健師または社会福祉士の資格と普通自動車運転免
許（ＡＴ限定可）を有する人（３月31日㈫までに資格取
得見込みの人を含む）

任用期間　4月1日〜平成28年3月31日（更新の場合あり）
勤務日数　週5日（月〜金曜日）
勤務時間　午前8時30分〜午後5時のうち7時間30分（途

中45分の休憩あり）
勤務場所　福祉支援課（市役所1階）

報酬　月額20万2000円程度（有給休暇・社会保険あり、賞
与・交通費支給なし）

募集人員　若干名
選考方法　書類選考、面接（面接時期は書類審査後に連絡）
応募方法　2月20日㈮（必着）までに、履歴書（Ａ4版）と資

格証の写しを提出する（郵送可）
応募先　福祉支援課障がい担当（〒816ｰ8501春日市役所）

障がい者生活等支援相談員（嘱託） 問い合わせ先　福祉支援課障がい担当
（584）1111 F（584）3090

業務内容　市職員の健康相談および健康指導など
対象　次の全てに該当する人
▷保健師の資格を有し、産業保健師としての実務経験があ

る人
▷パソコン（ワード、エクセル）の簡単な操作ができる人
任用期間　4月1日〜平成28年3月31日（更新の場合あり）
勤務日数　週3日〜5日（土・日曜日、祝日は休み）
勤務時間　午前8時30分〜午後5時（途中45分の休憩あり）
※勤務日数、勤務時間については相談に応じます。
勤務場所　春日市役所
報酬　勤務日数などに応じ、月額10万6000円〜20万円程

度（有給休暇・社会保険（条件次第）あり、賞与・交通費支
給なし）

募集人員　1人
選考方法　書類審査、面接
応募方法　2月13日㈮（必着）までに、履歴書と保健師資格

証の写しを提出する（郵送可）
応募先　総務課人事担当（〒816ｰ8501春日市役所）

産業保健師（嘱託） 問い合わせ先　総務課人事担当
（584）1111 F（584）1145

業務内容　要介護認定調査、介護保険の申請受付業務、オン
ライン入力業務など

対象　介護支援専門員（ケアマネジャー）の資格と普通自動
車運転免許（ＡＴ限定可）を有し、パソコン（ウインドウ
ズ）の操作ができる人

任用期間　4月1日〜平成28年3月31日
勤務日数　週5日（月〜金曜日）
勤務時間　午前8時30分〜午後4時45分（途中45分の休憩

あり）
勤務場所　高齢課（市役所1階）

報酬　月額20万円程度（有給休暇・社会保険あり、賞与・交
通費支給なし）

募集人員　1人
選考方法　1次:書類審査、2次:面接、筆記試験（日程は後日

連絡）
応募方法　2月19日㈭（必着）までに、履歴書と資格証の写

しを提出する（郵送可）
応募先　高齢課介護保険担当（〒816ｰ8501春日市役所）

介護保険認定調査員（嘱託） 問い合わせ先　高齢課介護保険担当
（584）1111 F（584）3090
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業務内容　男女共同参画社会の形成のための講座や研修会
の企画、実施に関する補助業務、各種団体の支援業務、
相談業務など

対象　次の全てに該当する人
▷男女共同参画に興味がある人や地域での活動経験がある人
▷普通自動車運転免許（ＡＴ限定可）を有し、パソコン（ワー

ド・エクセルなど）の機能を使ってチラシ作成ができる人
任用期間　4月1日〜平成28年3月31日
勤務日数　週5日（月〜金曜日、ただし一部土・日曜日、祝日

勤務、時間外勤務あり）
勤務時間　午前8時30分〜午後4時45分のうち7時間30分

（途中45分の休憩あり）

勤務場所　市男女共同参画・消費生活センター（光町1ｰ73）
報酬　月額17万2200円程度（有給休暇・社会保険あり、賞

与・交通費支給なし）
募集人員　1人
選考方法　書類審査、面接（面接については書類審査後に連絡）
応募方法　2月13日㈮（必着）までに、履歴書（Ａ4版）と自

分で作成したチラシを提出する（郵送可）
応募先　人権政策課人権男女共同参画担当（〒816ｰ0806

光町1ｰ73）

男女共同参画推進員（嘱託） 問い合わせ先　人権政策課人権男女共同参画担当
（584）1201 F（584）1181

業務内容　公園およびため池の巡回指導業務、公園維持管
理業務、防災業務など

対象　普通自動車運転免許（ＡＴ限定可）を有し、パソコン
（ウィンドウズ）の操作ができる人（警備員、監視員とし
ての勤務経験を有する人歓迎）

任用期間　4月1日〜平成28年3月31日（更新の場合あり）
勤務日数　
▷週4日シフト（日・月・火・水曜日）
▷週3日シフト（木・金・土曜日）
勤務時間　午前8時30分〜午後5時（途中60分の休憩あり）
勤務場所　都市計画課（市役所3階）

報酬　
▷週4日シフト　月額13万7000円程度（有給休暇・社会保

険あり、賞与・交通費支給なし）
▷週3日シフト　月額10万3000円程度（有給休暇あり、社

会保険・賞与・交通費支給なし）
募集人員　各シフト1人ずつ（計2人）
選考方法　書類審査、面接（面接については書類審査後に連絡）
応募方法　2月16日㈪（必着）までに、履歴書（Ａ4版）を提

出する（郵送可）
応募先　都市計画課公園担当（〒816ｰ8501春日市役所）

公園等管理指導員（嘱託） 問い合わせ先　都市計画課公園担当
（584）1111 F（584）1143

業務内容　国土調査業務に伴う現地立会、地権者などの連
絡調整、データ入力など

対象　測量士の資格（境界測量経験があればなお可）、普通
自動車運転免許（ＡＴ限定可）を有し、パソコン（ウイン
ドウズ）の操作ができる人

任用期間　4月1日〜平成28年3月31日（更新の場合あり）
勤務日数　週5日（月〜金曜日）
勤務時間　午前8時30分〜午後5時（途中60分の休憩あり）
勤務場所　用地課（市役所3階）
報酬　月額19万2000円程度（有給休暇・社会保険あり、賞

与・交通費支給なし）
募集人員　１人
選考方法　面接（2月21日㈯予定）
応募方法　2月16日㈪（必着）までに、履歴書と資格証の写

しを提出する（郵送可）
応募先　用地課地籍調査担当（〒816ｰ8501春日市役所）

地籍調査員（嘱託） 問い合わせ先　用地課地籍調査担当
（584）1111 F（584）1143
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業務内容　春日市近郊の市税未納者に対する納付勧奨・収
納業務など

対象　次の全てに該当する人
▷パソコン（ワード、エクセル）の操作ができる人
▷普通自動車または原付免許を有し、自己の所有する自動

車またはバイクなどで春日市近郊を巡回できる人
任用期間　4月1日〜平成28年3月31日（更新の場合あり）
勤務日数　週5日（土・日曜日の勤務あり）
勤務時間　原則として午前11時30分〜午後8時（途中60

分の休憩あり）
報酬　月額20万7000円程度（有給休暇・社会保険あり、賞

与・交通費・業務に係るガソリン代など燃料費支給なし）
募集人員　1人
選考方法　1次：書類審査、2次：面接（2月20日㈮予定）
応募方法　2月13日㈮（必着）までに、履歴書を提出する（郵

送可）
応募先　納税課納税管理担当（〒816ｰ8501春日市役所）

納税推進員（嘱託） 問い合わせ先　納税課納税管理担当
（584）1111 F（584）1141

業務内容　市税未納者に関する調査のデータ整理と入力業
務

対象　パソコン（ワード、エクセル）の操作に詳しく、大量の
データ入力を効率的に行える人

任用期間　4月1日〜平成28年3月31日（更新の場合あり）
勤務日数　週5日（月〜金曜日）
勤務時間　午前8時30分〜午後4時45分（途中45分の休憩

あり）
勤務場所　納税課（市役所１階）
報酬　月額17万2000円程度（有給休暇・社会保険あり、賞

与・交通費支給なし）
募集人員　1人
選考方法　１次:書類審査、2次:面接（2月20日㈮予定）
応募方法　2月13日㈮（必着）までに、履歴書を提出する（郵

送可）
応募先　納税課納税管理担当（〒816ｰ8501春日市役所）

専門調査員（嘱託） 問い合わせ先　納税課納税管理担当
（584）1111 F（584）1141

業務内容　春日市立小中学校での学校図書館業務
対象　司書資格を有する人（資格取得見込みの人を含む）
※司書教諭資格のみの人は除きます。
任用期間　4月1日〜平成28年3月31日（8月の任用はなし)
勤務日数・報酬
▷小学校（原則として週4日）　月額8万8000円程度
▷中学校（週3日）　月額6万6000円程度　
※小学校は週5日勤務（月額11万1000円程度）となる月が

あります。
※いずれも有給休暇あり、社会保険・賞与・交通費支給はあ

りません（小学校は雇用保険適用あり）。
勤務時間　原則として午前10時〜午後4時（途中60分の休

憩あり）
募集人員　若干名
選考方法　書類審査、面接（2月18日㈬か20日㈮を予定）
応募方法　2月13日㈮（必着）までに、履歴書（Ａ4版市販の

様式）、図書司書の資格証の写しまたは、単位修得証明
書を提出する（郵送可）

応募先　学校教育課学校教育担当（〒816ｰ8501春日市役
所）

学校図書館司書（嘱託） 問い合わせ先　学校教育課学校教育担当
（584）1111 F（584）1153
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業務内容　小学6年生のクラスで30人以下の学級編制を
行っている小学校の授業補助

対象　小学校教員免許を有する人
任用期間　4月8日〜平成28年3月31日（更新の場合あり）
勤務日数　原則として週5日（月〜金曜日）
勤務時間　午前8時15分〜午後4時45分（途中60分の休憩

あり）
勤務場所　市内小学校
報酬　月額19万2000円程度（有給休暇・社会保険あり、賞

与・交通費支給なし）
※4月は日割計算になります。

募集人員　若干名
選考方法　書類審査、面接（2月26日㈭予定）
※なお、応募者の中から選考し、「少人数学級編制対応講師」

として、平成28年3月31日まで登録を行います。任用は、
登録者の中から必要に応じて行います。

応募方法　2月19日㈭（必着）までに、履歴書（Ａ4版市販の
様式）と小学校教員免許の写し（平成27年4月1日以降
有効な免許状であることを確認すること）を提出する

（郵送可）
応募先　学校教育課学校教育担当（〒816ｰ8501春日市役所）

少人数学級編制対応講師（嘱託） 問い合わせ先　学校教育課学校教育担当
（584）1111 F（584）1153

業務内容　不登校・不登校傾向生徒への支援と指導（家庭訪
問、日常的な家庭連絡、学習指導、教育相談、スクール
ソーシャルワーカーとの連携など）

対象　任用日現在有効な中学校教員免許状を有する人
任用期間　4月1日〜平成28年3月31日（更新の場合あり）
勤務日数　週5日
勤務時間　午前8時10分〜午後5時のうち7時間30分（途

中45分の休憩あり）
勤務場所　市内中学校
報酬　月額19万2000円程度（有給休暇・社会保険・雇用保

険あり、賞与・交通費支給なし）
募集人員　若干名
選考方法　書類審査、面接（2月17日㈫予定）
応募方法　2月10日㈫（必着）までに、履歴書（Ａ4版）と教

員免許状の写しを提出する（郵送可）
応募先　学校教育課学校教育担当（〒816-8501春日市役所）

不登校専任教員（嘱託） 問い合わせ先　学校教育課学校教育担当
（584）1111 F（584）1153

業務内容　市内の小学校で、担任の授業補助、教材準備の支
援、教材作成

対象　次の全てに該当する人
▷春日市の外国語活動の趣旨（注1）を理解した上で、英語

教育に熱意のある人
▷高い英語運用能力を有する人（実用英語技能検定準1級

またはTOEIC（IPを除く）730点以上同程度）
▷英語の指導経験がある人
※教員免許は必須要件ではありません。

（注1）外国語活動の趣旨
英語を通じて、言語や文化について体験的に理解を深
め、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の
育成を図り、英語の音声や基本的な表現に親しませなが
らコミュニケーション能力の素地を養う。

任用期間　4月1日〜平成28年3月31日（8月の任用なし）
勤務日数　週３日
勤務時間　午前８時15分〜午後5時のうち6時間（途中45

分の休憩あり）
勤務場所　市内小学校
報酬　月額7万9000円程度（有給休暇あり、社会保険・雇用

保険・賞与・交通費支給なし）
募集人員　若干名
選考方法　書類審査、面接（英会話あり）（2月24日㈫）
応募方法　2月17日㈫（必着）までに、履歴書（Ａ4版市販の

様式）を提出する（郵送可）
応募先　学校教育課学校教育担当（〒816ｰ8501春日市役所）

外国語（英語）活動指導員（嘱託） 問い合わせ先　学校教育課学校教育担当
（584）1111 F（584）1153



トピックス
〜まちの話題や人物の紹介〜

春日南中学校　なんちゅうカレッジ

福岡県市民教育賞受賞（地域社会教育賞）
　この度、なんちゅうカレッジ事務局が、第12回福岡県市民教育賞の
一つである地域社会教育賞を受賞しました。
　平成14年、春日南中創立20周年を記念して始まったなんちゅうカ
レッジは、今年で14年目。この長年の活動と、28講座という講座数の多さが今回の受賞につながりました。同校は、過
去に、なんちゅうカレッジをはじめとするコミュニティ・スクールの活動が評価され、「平成24年度優れた『地域による
学校支援活動』推進にかかる文部科学大臣表彰」も受賞しています。
　同カレッジの活動は、授業として同校のカリキュラムに組み込まれており、土曜日の午前中に1、2年生が科学や演
劇、木工講座など、自分が学びたいさまざまな分野の講座を受講します。同校の卒業生や地域の人も受講することがで
き（１回500円）、生涯学習の場にもなっています。
　昨年12月17日、受賞の報告に市役所を訪れた荒

あら き
木　貢

みつぐ
さん（同カレッジ代表）は「生徒たちの将来の進路決定にも生

かされている。新しいことを始めることも大切だが、継続していくことがもっと大切」とこれまでの活動を振り返りま
した。市長は「地域を巻き込んでの子どもたちへのこのような取り組みが、春日市が住みよいと言われる要因。おめでと
うございます」と祝辞を述べました。

（
右
か
ら
）合
谷
春
日
南
中
学
校

長
、荒
木
な
ん
ち
ゅ
う
カ
レ
ッ
ジ

代
表
、市
長
、神
田
同
カ
レ
ッ
ジ

事
務
局
員
、教
育
長

春日原小学校学校運営協議会

たてわり活動プロジェクトで文部科学大臣表彰
　学校、家庭、地域で構成する春日原小学校学校運営協議会が、この度、「平
成26年度優れた『地域による学校支援活動』推進にかかる文部科学大臣表
彰」を受賞しました。これは、優れた「地域による学校支援活動」のうち、そ
の内容が特に優れ、他の模範と認められるものに対して贈られるもので、市が推進するコミュニティ・スクールの一環
として同小学校運営協議会が平成19年に立ち上げ、授業のカリキュラムに組み込んだ「たてわり活動プロジェクト」の
活動の成果が顕著であると評価され今回の受賞に至りました。
　同プロジェクトでは、1年生から6年生までの異学年12、13人程度のチームを編成。家庭や自治会、おやじの会など
地域の人たちも巻き込み、ポイントラリーや飯ごう炊飯、地域奉仕活動など年間を通して体験型の活動を行っています。
　昨年12月18日、市役所に受賞の報告に来た春日原小学校の松

まつもと
本校長は「大変名誉ある賞をいただきました。地域、Ｐ

ＴＡの協力のおかげです。活動を始めてから子どもたちは社会性、自主性が身に付き、特に高学年のリーダーシップが
大いに高まりました。今後も学校だけではなく、地域の人たちと一緒に「自立した子ども」を育て、同活動をますます充
実させたいです」と意気込みを語りました。
　学校運営協議会会長の政

ま さ が
賀一
かずひこ
彦さんは、「立ち上げ当初は大変だったと思いますが、まさに継続は力なりです。活動を

継続してきて、目に見えて子どもたち同士の結びつきが強まっています。今後も地域を巻き込むことで、子ども、高齢者
の見守りを含め、明るいまちづくりにもつなげていきたいです」と話しました。

（
右
か
ら
）松
本
春
日
原
小
学
校

長
、政
賀
学
校
運
営
協
議
会
会

長
、市
長
、教
育
長
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山下可廉さん

高円宮杯第 66回全日本中学校英語弁論大会全国大会に出場
　昨年10月5日に行われた高円宮杯第66回全日本中学校英語弁論大会福岡県大会で、山

やました
下可

かれ ん
廉さん（福岡女学院中2年）

が見事1位に輝き、12月12日に東京で行われた全国大会に出場しました。惜しくも
決勝進出は逃しましたが、一昨年に続き2度目の全国大会出場となりました。
　山下さんは5歳から本格的に英会話教室に通っていました。今回の弁論大会では、
10歳の時、ロシアに約10カ月間留学した際、現地の人が地元の文化を尊重していた
ことに感銘を受けた体験を語りました。
　全国大会を終え山下さんは「緊張しましたが、楽しめました。将来は身に付けた語
学力を生かし、国際線のパイロットになりたい」と今後の夢を語ってくれました。　　　　全国大会出場の報告に市役所を訪

れた山下さん

春日東小学校　河村由菜さん、秦　万瑠亜さん

絵画コンクールで最優秀賞を受賞
　昨年11月に行われた第５回ふくおか花とみどりの子ども絵画コンクール
（花あふれるふくおか推進協議会主催）で、河

かわむら
村由

ゆ い な
菜さん（春日東小３年）が、最

優秀賞の一つである「花あふれるふくおか推進協議会長賞」を受賞。また、秦
はた
　

万
ま り あ
瑠亜さん（同小５年）が「海とさかな」自由研究・作品コンクール（朝日新聞社・朝日学生新聞社主催）で最優秀賞（創作

部門）の一つの朝日新聞社賞をそれぞれ受賞しました。
　昨年12月18日、市役所に報告に訪れた2人に市長は「天性のものでしょうね。大変すばらしい作品です」とお祝いの
言葉を掛けました。
　河村さんは夏休みの宿題で、クレヨンと折り紙を切り貼りして製作した「弟がそだてるあさがお」と題した作品を出
品。「まさか受賞するとは思わなかった」と驚きの表情で話してくれました。
　秦さんは、同コンクールに3年前からお兄さんと応募し続け、今回の「漁師の技」と題した作品は、構想に3年、仕上げ
に約1週間かけて完成させ、見事全国から3万点以上の応募があった中での受賞となりました。

受
賞
し
た
河
村
さ
ん（
前
列
右
）

と
秦
さ
ん（
前
列
左
）

安全安心なまちづくりを目指して

平成 27年消防出初式
　春日市、大野城市、那珂川町の３消防団（参加団員380人）と春日・大野城・那
珂川消防本部（参加署員93人）による消防出初式が、１月11日、春日野中学校
で行われました。
　式典では多くの観客が見守る中、３消防団員による各種展示訓練（ポンプ車などの操作を行うもの）を披露。春日市消
防団は小隊訓練を行い、掛け声に合わせた機敏な動きを見せました。
　式辞で、市町長を代表して、井

いのうえ
上春日市長は「常に気持ちを引き締めて、地域住民の安心と安全のために最善を尽くし

てください」と述べ、市町民の安全を守る決意を新たにするよう呼び掛けました。　

隊
列
を
な
し
入
場
す
る
春
日
市

消
防
団（
本
部
分
団
）の
団
員
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イ
ベ
ン
ト

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

Ｂブ
ッ

ク

Ｏ
Ｏ
Ｋ
バ
ト
ン

　
図
書
館
で
不
要
と
な
っ
た
本
を
中
心

に
、約
５
０
０
０
冊
の
本
を
２
日
に
分

け
て
、１
人
20
冊
ま
で
無
料
配
布
し
ま

す
。マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

日
時　
２
月
20
日
㈮
、21
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
大
谷
６
ー

24
）

内
容

▽
20
日
㈮　
雑
誌
、専
門
書
他

▽
21
日
㈯　
小
説
、実
用
書
、児
童
書
他

※
21
日
に「
一
箱
古
本
市
」を
同
時
開

催
し
ま
す
。出
店
希
望
者
は
、図
書

館
で
配
布
し
て
い
る
参
加
要
項
か

図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
教
育
課
図
書
館

担
当（
市
民
図
書
館
内
）

☎（
５
８
４
）４
６
４
６

F（
５
８
４
）３
９
０
０

h
ttp

://w
w

w
.lib

ra
ry.

city.kasuga.fukuo
ka.jp

/
h

p
/se

rvice
/o

sh
ira

se
.

htm
l#bookbaton

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る

実
践
発
表
会

　
子
ど
も
の
生
き
る
力
や
地
域
愛
を
育

む
た
め
、市
内
各
地
区
で
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
取
り

組
み
や
成
果
に
つ
い
て
の
発
表
会
を
行

い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
に
よ
る
、か
わ
い

い
和
太
鼓
演
奏
も
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
地
域
で
子
ど
も
の
健
全
育
成
に

従
事
し
て
い
る
人
、関
心
の
あ

る
人

日
時　
２
月
８
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

２
階
大
会
議
室（
大
谷
６
ー
24
）

内
容

▽
実
践
発
表　

弥
生
子
ど
も
会
育
成

会
、春
日
南
小
学
校
区
ア
ン
ビ
シ
ャ

ス
広
場
、春
日
東
小
学
校
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
主
任
指
導
員

▽
交
流
会

申
込
方
法　
２
月
６
日
㈮
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
氏
名
、電
話
番
号
、

団
体
な
ど
に
所
属
し
て
い
る
人

は
所
属
団
体
名
を
伝
え
る

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
社
会
教
育
課

☎（
５
７
５
）４
１
２
１

F（
５
９
３
）７
３
８
０

syakai@
city.kasuga.fuku 

oka.jp

参
加
者
募
集

郷
土
史
講
座
、水
城
散
歩

　
市
内
に
は
、小
水
城
と
呼
ば
れ
る
水

城
が
２
つ
残
っ
て
い
ま
す
。こ
の
水
城

は
、外
敵
か
ら
の
侵
略
に
備
え
た
防
衛

施
設
と
し
て
、６
６
４
年
に
造
ら
れ
た

と
古
代
の
記
録
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
築
造
さ
れ
て
１
３
５
０
年
を
迎
え
る

貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
水
城
に
つ
い

て
、市
内
の
発
掘
調
査
な
ど
を
紹
介
し

な
が
ら
や
さ
し
く
解
説
し
ま
す
。

　
講
座
終
了
後
、大
土
居
の
小
水
城
ま

で
徒
歩
で
移
動
し
、史
跡
解
説
を
行
い

ま
す（
自
由
参
加・現
地
解
散
）。

　
受
講
は
無
料
で
、申
し
込
み
は
不
要

で
す
。ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
22
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
４
時（
雨
天

中
止
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
２
階
大
会
議
室（
大
谷
６
ー

24
）、大
土
居
小
水
城（
昇
町

７
ー
53
）

講
師　
文
化
財
課
職
員

定
員　
50
人

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
図
書
館

☎（
５
８
４
）４
６
４
６

F（
５
８
４
）３
９
０
０

バ
ス
に
乗
ろ
う
！
イ
ラ
ス
ト

展
示
会
開
催

　
県
は
、毎
年
県
内
市
町
村
と
協
力
し
、

バ
ス
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。そ
の
一
環
で「
バ
ス
に

乗
ろ
う
！
イ
ラ
ス
ト
」を
募
集
し
ま
し

た
。最
優
秀
賞
を
は
じ
め
、作
品
21
点
を

市
役
所
で
展
示
し
ま
す
。ど
れ
も
力
の

入
っ
た
作
品
ば
か
り
で
す
の
で
、ぜ
ひ

来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間　
2
月
2
日
㈪
〜
13
日
㈮

場
所　
市
役
所
1
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
作
品

▽
一
般
の
部　
7
点

▽
児
童・生
徒
の
部　
7
点

▽
未
就
学
児
の
部　
7
点

問
い
合
わ
せ
先　
都
市
計
画
課
計
画
担

当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
３

春
日・大
野
城・那
珂
川
消
防
署

親
子
体
験
学
習
会

　
は
し
ご
車
搭
乗
や
ロ
ー
プ
渡
り
な
ど

の
消
防
隊
訓
練
が
体
験
で
き
る
親
子
学

習
会
で
す
。

日
時　
３
月
７
日
㈯

午
前
９
時
〜
正
午（
予
定
）

場
所　
同
消
防
署（
春
日
２
ー
２
ー
１
）

定
員　
小
学
校
３
年
生
以
上
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者
20
組（
40
人
程

度
、申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
２
月
２
日
㈪
以
降
の
平
日

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）に
、

電
話
で
申
し
込
む

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
本
部

予
防
課
指
導
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
５

F（
５
８
４
）１
２
０
０

http://fukuoka.kon119.
or.jp/

健　

康

春
日
神
社
コ
ー
ス
を
歩
こ
う

健
康
ウ
ォ
ー
ク

　

ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー（
運
動
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）と
一
緒
に
、梅
の
香
り
が
漂
う

春
日
神
社
コ
ー
ス
を
楽
し
く
歩
き
ま

せ
ん
か
。

　
体
力
に
合
わ
せ
て
７
㎞
と
４・
５
㎞

の
２
コ
ー
ス
か
ら
選
べ
ま
す
。申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

日
時　
２
月
18
日
㈬（
小
雨
決
行・大
雨

中
止
）

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

（
受
付
／
午
前
９
時
〜
）

集
合
場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
ロ

ビ
ー（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

持
っ
て
く
る
も
の　
タ
オ
ル
、水
筒
、帽

子
、歩
き
や
す
い
服
装
、運
動
靴

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111



18市 報 か す が
平成27年2月1日

日
時　
３
月
15
日
㈰

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
５
時

（
受
付
／
午
前
９
時
〜
）

場
所　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階

競
技
場（
大
谷
６
ー
28
）

種
目

▽
小
学
生
ダ
ブ
ル
ス
６
年
の
部
、５
年

の
部
、４
年
以
下
の
部

▽
小
学
生
シ
ン
グ
ル
ス
６
年
の
部
、５

年
の
部
、４
年
以
下
の
部

▽
中
学
生
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
中
学
生
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
中
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
級
、Ｂ

級
▽
中
学
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
級
、Ｂ

級
※
Ｂ
級
は
初
心
者
と
大
会
出
場
未
経
験

者
と
し
ま
す
。

※
参
加
人
数
な
ど
の
都
合
に
よ
り
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
料　
１
人
１
種
目
５
０
０
円

申
込
方
法　

２
月
19
日
㈭
ま
で
に
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
出
場
種
目
、氏

名（
フ
リ
ガ
ナ
）、年
齢（
学
年
）、

学
校
名
、性
別
、実
績
を
記
入
し

申
し
込
む

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
春
日
市
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会　
羽は

あ
り有
み
ど
り

☎（
５
７
２
）２
９
１
２（
F
兼
用
）

環　

境

家
庭
で
簡
単
生
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習
会

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
と
は
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の
中
の
基
材
に
生
ご
み

を
混
ぜ
、微
生
物
の
力
で
生
ご
み
を
分

解
さ
せ
、簡
単
に
栄
養
た
っ
ぷ
り
の
堆

肥
を
作
る
も
の
で
す
。

　

受
講
は
無
料
で
、参
加
者
は
ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
用
具
の
購
入
費
補

助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　
２
月
24
日
㈫

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

学
習
室
１（
大
谷
６
ー
24
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、印
鑑

（
購
入
費
補
助
希
望
者
の
み
）

申
込
方
法　
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
、電
話
で
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
伝
え
る

※
過
去
の
受
講
者
を
対
象
に
、相
談
会

も
行
っ
て
い
ま
す
。現
在
生
成
中
の

堆
肥
を
、ビ
ニ
ー
ル
袋
に
一
握
り
程

度
入
れ
て
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
ご
み
減
量
推

進
課

☎（
５
８
４
）１
１
５
７

F（
５
８
４
）１
１
４
７

運
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

春
日
市
ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
募
集

　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
の
月
１
回
の
定

例
会
へ
参
加
し
、地
区
の
公
民
館
で
健

康
ウ
ォ
ー
ク
大
会
の
指
導
や
補
助
を
行

う
ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
講
座
で

す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。歩
く
こ
と
が
好

き
な
人
や
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
興
味
が

あ
る
人
な
ど
、ぜ
ひ
市
の
ヘ
ル
ス
リ
ー

ダ
ー
に
な
っ
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　
２
月
25
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
健
康
指

導
室（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

内
容　
正
し
い
歩
き
方
、靴
の
選
び
方
、

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
実
技
な
ど

申
込
方
法　
２
月
20
日
㈮
ま
で
に
、電

話
で
住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

ス
ポ
ー
ツ

小・中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
募
集

　
第
15
回
菜
の
花
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

と
同
時
開
催
で
、第
37
回
小・中
学
生
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
を
行
い
ま
す
。

対
象　
市
内
の
小・中
学
生
、協
会
が
認

め
る
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
人

始
め
よ
う
！
う
ち
エ
コ
生
活

新
聞
紙
バ
ッ
グ
と
小
物
作
り

　
英
字
新
聞
紙
で
新
聞
紙
バ
ッ
グ
や
小

物
を
作
り
ま
す
。環
境
に
関
心
を
持
ち
、

行
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
受

講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　
２
月
20
日
㈮

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

実
習
室
Ａ（
大
谷
６
ー
24
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

2
月
2
日
㈪
〜
13
日
㈮

に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※
後
日
、持
っ
て
く
る
も
の
な
ど
、詳
細

を
連
絡
し
ま
す
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環
境

計
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
７

ka
n

kyo
@

city.ka
su

g
a

.
fukuoka.jp

　
ぶ
ど
う
の
庭
は
、市
民
の
公
益
的
な

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
手
伝
い
を
し
て
お

り
、団
体
や
個
人
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

○
会
報
や
チ
ラ
シ
の
作
成

印
刷
機
や
コ
ピ
ー
機
が
安
価
で
使
用

で
き
、チ
ラ
シ
作
成
の
手
伝
い
も
し

ま
す（
裁
断
機
、ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
機

あ
り
）。

○
会
議
や
活
動
場
所
の
提
供

約
70
人
ま
で
入
る
部
屋
な
ど
が
あ

り
、安
価
で
使
用
で
き
ま
す
。

２
月
の
主
な
イ
ベ
ン
ト

○
オ
カ
リ
ナ
教
室

２
月
２
日
㈪
、16
日
㈪
、月
額
３
０ 

０
０
円

○
物
作
り
体
験
広
場
〜
ド
ラ
イ
バ
ー
等

を
使
っ
て
機
械
を
分
解
し
て
み
よ
う

２
月
８
日
㈰
、参
加
費
１
０
０
円（
小

学
３
年
生
以
下
保
護
者
同
伴
）

○
ぱ
ん
広
場
〜
パ
ン
プ
キ
ン
ブ
レ
ッ

ド
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
パ
ン（
ひ
つ
じ
干

支
）

２
月
９
日
㈪
、１
５
０
０
円

○
春
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

２
月
24
日
㈫
、参
加
費
５
０
０
円（
茶

菓
子
代
含
む
）

※
時
間
や
内
容
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

ぶ
ど
う
の
庭

春
日
市
須
玖
北
５
ー
１
５
５

☎（
５
８
９
）３
３
８
８　
F（
５
８
９
）３
３
９
９

http://budounoniw
a.com

/
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福　

祉

福
岡
地
区
障
害
者

雇
用
促
進
面
談
会（
第
２
回
）

　
就
職
を
希
望
す
る
障
が
い
の
あ
る
人

の
、就
業
機
会
の
拡
大
を
目
的
に
面
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
者
は
履
歴
書
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時　
２
月
20
日
㈮

正
午
〜
午
後
４
時

場
所　

福
岡
国
際
会
議
場
２
階
多
目

的
ホ
ー
ル（
福
岡
市
博
多
区

石せ
き
じ
ょ
う
ま
ち

城
町
２
ー
１
）

参
加
予
定
求
人
事
業
所
数　
44
社

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
南
公
共
職
業
安

定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡
南
）

☎（
５
１
３
）８
６
０
９（
部
門
コ
ー
ド

44
＃
）

市
母
子
寡
婦
福
祉
会

日
帰
り
バ
ス
ハ
イ
ク「
イ
チ
ゴ
狩
り
」

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
を
対
象
に
、

日
帰
り
バ
ス
ハ
イ
ク
を
行
い
ま
す
。子

ど
も
と
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
３
月
１
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
予
定
）

※
市
役
所
玄
関
前
に
集
合
し
、午
前
９

時
30
分
に
出
発
し
ま
す
。

行
き
先　
八
女
市
他

参
加
費

▽
大
人　
１
０
０
０
円

▽
中
学・高
校
生　
５
０
０
円

▽
小
学
生
以
下　
無
料

定
員　
50
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　
２
月
16
日
㈪
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が
必
要
な
人

は
、早
め
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
同
会
白
水
大

池
公
園
内
虹
の
売
店

☎（
５
９
６
）９
９
２
５（
F
兼
用
）

kasugaboshi@
w

ak.bbiq.jp

市
母
子
寡
婦
福
祉
会

交
流
会（
バ
ス
ハ
イ
ク
）

　
仕
事
や
子
育
て
を
頑
張
っ
て
い
る
ひ

と
り
親
家
庭
の
父
や
母
を
対
象
に
、交

流
会（
バ
ス
ハ
イ
ク
）を
行
い
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
、一
緒
に
息

抜
き
を
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
、母
で
末

子
が
中
学
生
以
上
の
人

※
当
日
は
親
の
み
の
参
加
で
す
。

期
日　
２
月
15
日
㈰

時
間（
予
定
）

▽
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
出
発・帰
着

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
45
分　

行
き
先　
糸
島
市

参
加
費（
昼
食
代
、利
用
料
込
み
）　

▽
一
般　
２
０
０
０
円

▽
同
会
会
員　
１
５
０
０
円

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
２
月
１
日
㈰
以
降
、電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
同
会
白
水
大

池
公
園
内
虹
の
売
店

☎（
５
９
６
）９
９
２
５（
F
兼
用
）

kasugaboshi@
w

ak.bbiq.jp

参
加
者
募
集

介
護
を
考
え
る
交
流
会

　

春
日
市
介
護
を
考
え
る
家
族
の
会

「
ひ
だ
ま
り
の
会
」と
市
社
会
福
祉
協
議

会
は
、在
宅
介
護
者
を
対
象
に「
介
護
を

考
え
る
介
護
者
の
つ
ど
い
」を
開
催
し

ま
す
。在
宅
介
護
の
中
で
疑
問
に
思
っ

て
い
る
こ
と
や
感
じ
て
い
る
こ
と
、さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

ま
せ
ん
か
。

日
時　
２
月
19
日
㈭

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
中

会
議
室（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

演
題　
知
っ
と
こ
う
！
高
齢
者
が
使
え

る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

内
容

▽
制
度
改
正
の
概
要（
要
支
援
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
な
ど
）

▽
か
か
り
つ
け
医
と
の
関
わ
り
方

▽
在
宅
介
護
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス

申
込
方
法　
２
月
17
日
㈫
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
同
協
議
会
地

域
福
祉
課

☎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８

子
育
て

参
加
者
募
集

パ
パ
マ
マ
教
室

　
夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
妊
娠
経
過
が
順
調
で
、出
産
予

定
日
が
５
月
、６
月
の
妊
婦
と

そ
の
夫

※
初
産
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

日
時　
３
月
14
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

▽
助
産
師
に
よ
る
話「
お
産
の
仕
組
み

と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

▽
育
児
実
技（
も
く
浴
実
習
な
ど
）

参
加
費　
１
組
４
０
０
円

定
員　
16
組（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　
２
月
27
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名

（
夫
婦
）、年
齢
、電
話
番
号
、出

産
予
定
日
を
書
い
て
送
る

※
返
信
用
ハ
ガ
キ
表
面
に
住
所
、氏
名

を
書
き
、裏
面
は
白
紙
で
送
っ
て
く

だ
さ
い
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
保
健

指
導
担
当「
パ
パ
マ
マ
教
室
申

込
受
付
」係（
〒
816
ー
０
８
５
１

昇
町
１
ー
１
２
０
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

講
演
講
座

福
祉
レ
ク・サ
ロ
ン
地
域
型
公
開
講
座

参
加
者
募
集

　
福
岡
県
福
祉
レ
ク・
サ
ロ
ン
と
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
、市
民
が
対
象

の
介
護
予
防
を
取
り
入
れ
た
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
公
開
講
座
で
す
。

　
簡
単
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
介

護
予
防
事
業
の
取
り
組
み
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

日
時　
２
月
21
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
4
時（
受
付

／
午
前
９
時
30
分
〜
）

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大

会
議
室（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

参
加
費　
２
０
０
０
円（
資
料
代
）

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
県
福
祉

レ
ク・サ
ロ
ン
事
務
局

☎（
９
１
５
）１
２
０
０

F（
９
１
５
）１
２
０
１
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消
費
者
啓
発
講
演
会

参
加
者
募
集

　
市
消
費
者
の
会
と
市
に
よ
る
、製
品

を
安
全
に
使
用
し
、事
故
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
の
消
費
者
講
演
会
で
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。車
で
来
場
す
る
場
合

は
、市
役
所
の
駐
車
場
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
10
日
㈫

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
市
男
女
共
同
参
画・
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん
研
修
室

（
光
町
１
ー
73
）

演
題　
製
品
安
全
セ
ミ
ナ
ー
〜
身
近
に

潜
む
事
故
を
防
ご
う
〜

問
い
合
わ
せ
先　
安
全
安
心
課
防
犯
安

全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
３

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

赤
十
字
幼
児
安
全
法
支
援
員
養
成
講
習

　
子
ど
も
の
生
命
を
守
り
、社
会
全
体

で
子
ど
も
を
大
切
に
育
て
る
た
め
、子

ど
も
に
起
こ
り
や
す
い
事
故
の
防
止
と

手
当
て
の
方
法
、家
庭
内
で
の
看
病
方

法
な
ど
の
知
識
や
技
術
を
学
び
ま
す
。

対
象　
満
15
歳
以
上
で
３
日
間
出
席
で

き
る
人

日
時　
３
月
17
日
㈫
〜
19
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

（
福
岡
市
南
区
大お

お
ぐ
す楠
３
ー
１
ー

１
）

定
員　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

受
講
料　
無
料

※
た
だ
し
、教
材
費
１
８
０
０
円（
実

費
）が
必
要
で
す
。

申
込
方
法　

２
月
２
日
㈪
〜
20
日
㈮

に
、往
復
ハ
ガ
キ
、フ
ァ
ッ
ク

ス
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
い
ず

れ
か
で
申
し
込
む

※
往
復
ハ
ガ
キ
の
場
合
は
、往
信
裏
面

に
講
習
会
場
、日
程
、氏
名（
フ
リ
ガ

ナ
）、生
年
月
日
、性
別
、郵
便
番
号
、

住
所
、職
業
、電
話
番
号（
必
ず
連
絡

が
と
れ
る
番
号
）を
、復
信
表
面
に
住

所
、氏
名
を
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い（
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
は
返
信
先

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
も
明
記
）。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
同
支
部
事
業

部
事
業
一
課
講
習
担
当（
〒
815 

ー
８
５
０
３
福
岡
市
南
区
大
楠

３
ー
１
ー
１
）

☎（
５
２
３
）１
１
７
２

F（
５
２
１
）２
５
５
２

http://w
w

w
.fukuoka.jrc.

o
r.jp

/activity/co
u

rse
/

course_3.htm
l

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

災
害
時
の
生
活
支
援
と
応
急
手
当

　
災
害
は
突
然
起
こ
る
こ
と
が
多
く
、

落
ち
着
い
て
適
切
な
活
動
を
す
る
た
め

に
は
、日
頃
か
ら
の
備
え
が
必
要
で
す
。

　
地
域
で
の
防
災
活
動
に
役
立
つ
、災

害
時
の
生
活
支
援
と
応
急
手
当
て
の
た

め
の
講
習
を
行
い
ま
す
。

日
時　
３
月
11
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30

分

場
所　

同
支
部（
福
岡
市
南
区
大お

お
ぐ
す楠

３
ー
１
ー
１
）

定
員　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

受
講
料　
無
料

※
た
だ
し
、教
材
費
４
５
０
円（
実
費
）

が
必
要
で
す
。

申
込
方
法　

２
月
２
日
㈪
〜
20
日
㈮

に
、往
復
ハ
ガ
キ
、フ
ァ
ッ
ク

ス
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
い
ず

れ
か
で
申
し
込
む

※
往
復
ハ
ガ
キ
の
場
合
は
、往
信
裏
面

に
講
習
会
場
、日
程
、氏
名（
フ
リ
ガ

ナ
）、生
年
月
日
、性
別
、郵
便
番
号
、

住
所
、職
業
、電
話
番
号（
必
ず
連
絡

が
と
れ
る
番
号
）を
、復
信
表
面
に
住

所
、氏
名
を
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い（
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
は
返
信
先

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
も
明
記
）。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
同
支
部
事
業

部
事
業
一
課
講
習
担
当（
〒
815 

ー
８
５
０
３
福
岡
市
南
区
大
楠

３
ー
１
ー
１
）

☎（
５
２
３
）１
１
７
２

F（
５
２
１
）２
５
５
２

http://w
w

w
.fukuoka.jrc.

or.jp/

食
育
推
進
講
演
会

が
ん
を
半
分
に
減
ら
す
生
き
方

　
福
岡
県
は
、が
ん
の
死
亡
率
が
全
国

10
位
以
内
と
高
く
、そ
の
中
で
も
春
日

市
の
が
ん
死
亡
率
は
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　
が
ん
と
生
活
習
慣
は
密
接
に
関
わ
っ

て
お
り
、た
ば
こ
の
他
に
、食
生
活
な
ど

と
の
関
係
が
大
き
い
で
す
。子
ど
も
時

代
の
食
習
慣
は
、生
涯
の
食
習
慣
へ
と

つ
な
が
り
ま
す
。

　
が
ん
に
な
ら
な
い
た
め
に
私
た
ち
が

何
に
気
を
つ
け
て
生
活
し
た
ら
い
い
の

か
、世
界
の
研
究
を
ま
と
め
た
報
告
書

を
基
に
食
生
活
を
中
心
に
分
か
り
や
す

く
講
話
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
は
不
要

で
す
。ぜ
ひ
、参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
24
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
３
時（
受
付

／
午
後
１
時
〜
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
視
聴
覚

室（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

講
師　
廣ひ

ろ
は
た畑
一い
つ
よ代
さ
ん（
久
留
米
信
愛

女
学
院
短
期
大
学
名
誉
教
授・

医
学
博
士
）

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

有
害
ご
み
の
出
し
方

　
市
の
ご
み
の
分
別
区
分
に「
有
害

ご
み
」が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。

　
有
害
ご
み
が
、間
違
え
て「
び
ん・

カ
ン
」や「
陶
器・
金
属
類
」の
ご
み

袋
で
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、有
害

ご
み
で
な
い
も
の
が
有
害
ご
み
に
混

ざ
っ
て
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
す
。

　
次
の
こ
と
を
守
っ
て
正
し
く
出
し

ま
し
ょ
う
。

有
害
ご
み　
乾
電
池（
マ
ン
ガ
ン・ア

ル
カ
リ
乾
電
池
）、蛍
光
管
、

水
銀
体
温
計

出
し
方　

各
地
区
公
民
館
や
市
役

所
、い
き
い
き
プ
ラ
ザ
に
設

置
し
て
い
る「
有
害
ご
み

ボ
ッ
ク
ス
」に
入
れ
る

注
意
点

▽
針
金
ハ
ン
ガ
ー
、白
熱
球
、Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
は「
陶
器・金
属
類
」へ

▽
ボ
タ
ン
型
電
池
や
充
電
式
電
池

（
ニ
カ
ド・
ニ
ッ
ケ
ル
水
素・
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
）、携
帯
電
話
の

バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
は
回
収
を
行
っ

て
い
る
販
売
店
に
持
参
す
る

ご
み
減
量
推
進
課
ご
み
減
量
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
７

知
っ
て
い
ま
す
か
？

ご
み
の
こ
と

ご
み
の
こ
と
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子
育
て
女
性
対
象

合
同
会
社
説
明
会

　
県
は
、就
職
を
希
望
す
る
子
育
て
中

の
女
性
を
対
象
に「
子
育
て
女
性
の
た

め
の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
＆
合
同
会
社

説
明
会
in
春
日
」を
開
催
し
ま
す
。

　
子
育
て
中
の
女
性
が
働
き
や
す
い
地

元
企
業
が
約
20
社
出
展
し
、具
体
的
な

仕
事
内
容
や
採
用
ま
で
の
流
れ
に
つ
い

て
説
明
す
る
他
、仕
事
探
し
に
役
立
つ

セ
ミ
ナ
ー
も
行
い
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、履
歴
書
の
持
参
や

ス
ー
ツ
の
着
用
も
不
要
で
す
。気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
10
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
2
時
30
分

（
午
後
２
時
受
付
終
了
）

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

内
容・時
間

○
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

▽「
眠
っ
て
い
る
あ
な
た
の
ス
キ
ル

が
社
会
の
宝
」（
講
師
／
中な

か
し
ま嶋
玲れ
い
こ子

さ
ん
）

午
前
10
時
〜
11
時

※
先
着
50
人
で
予
約
優
先
で
す
。

▽
好
感
度
ア
ッ
プ
講
座
〜
メ
イ
ク
術

〜正
午
〜
午
後
0
時
30
分

▽
お
仕
事
準
備
セ
ミ
ナ
ー（
実
践
編
）

午
後
０
時
45
分
〜
１
時
30
分

○
合
同
会
社
説
明
会

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

託
児　
20
人（
無
料
、前
日
ま
で
に
要
予

約
、申
込
先
着
順
）

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
県
子
育

て
女
性
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
市
中
央
区
赤あ

か
さ
か坂
１
ー

８
ー
８
福
岡
西
総
合
庁
舎
５
階

福
岡
労
働
者
支
援
事
務
所
内
）

☎（
７
３
５
）６
１
５
０

教
職
員・親
の
た
め
の

Ｄ
Ｖ
防
止
セ
ミ
ナ
ー（
全
３
回
）

　
子
ど
も
を
取
り
巻
く
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）へ
の
正
し

い
知
識
と
、学
校
や
家
庭
で
で
き
る
Ｄ

Ｖ
防
止
教
育
に
つ
い
て
学
ぶ
、医
師
や

専
門
家
に
よ
る
講
演
会
で
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、託
児
も
行
い
ま
す
。

対
象　
教
育
関
係
者
、保
護
者
、そ
の
他

関
心
の
あ
る
人　

日
時　

▽
２
月
22
日
㈰　
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
▽
３
月
１
日
㈰　
午
前
10
時
〜
午
後
０

時
30
分

▽
３
月
８
日
㈰　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

内
容　
Ｄ
Ｖ
が
与
え
る
子
ど
も
や
若
者

へ
の
影
響
に
つ
い
て

託
児　
１
人
３
０
０
円（
先
着
５
人
、生

後
６
カ
月
以
上
の
未
就
学
児
、

２
月
12
日
㈭
ま
で
に
要
申
込
）

申
込
方
法　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

し
込
む

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
県
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
あ
す
ば
る

☎（
５
８
４
）１
２
６
１

F（
５
８
４
）１
２
６
２

http://w
w

w
.asubaru.or.jp/

sem
inars/detail/753

か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、生
活
機
能
の
低
下

で
日
常
生
活
を
お
く
る
の
に
支
障
が
あ

る
、一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を
支

援
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
を
行

い
ま
す
。

　
「
地
域
の
中
で
何
が
求
め
ら
れ
て
い

る
か
、高
齢
者
の
基
礎
知
識
等
」を
学

び
、サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
み

ま
せ
ん
か
。参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　
講
座
終
了
後
、サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
活
動
で
き
る
人

日
時・内
容

▽
２
月
26
日
㈭　
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
　

春
日
市
の
福
祉
施
策
の
現
状
と
課

題
、地
域
福
祉
の
推
進
力
、高
齢
者・

認
知
症
高
齢
者
の
基
礎
知
識
、サ

ポ
ー
ト
す
る
と
き
の
マ
ナ
ー

※
昼
食
は
各
自
で
準
備
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
27
日
㈮　
午
前
９
時
15
分
〜
午
後
０

時
20
分

　
地
域
の
新
た
な
支
援
活
動
、終
了
証

渡
し

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大

会
議
室（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

定
員　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　
２
月
20
日
㈮
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
申
し
込
む

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　

か
す
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
５
０
１
）１
１
３
６

F（
５
８
１
）７
２
５
８

kasuga-volo@
aioros.ocn.

ne.jp

困ったときは消費生活センターへ
☎（584）1155（直通）
　【相談日】	毎週月〜金曜日
【時　間】	午前10時〜午後0時15分
	 午後1時〜4時
【場　所】	市消費生活センター
	 （光町1-73）

消費生活 信通

高齢者に急増！生命保険トラブル

　自宅を訪れた生命保険会社社員に
「生命保険が満期を迎えたので、満期
金500万円を預からせてほしい」と
言われた。貯金したいと思っていた
が、「貯金のようなもの」と説明され、
社員にお金を預けることにした。
　1カ月後、帰省した家族が契約書
類を見つけ、そのとき初めて個人年
金保険を契約したことを知った。希
望する商品ではなかったので解約を
申し出たら、500万円のうち20万
円が減額されて返金された。元本割
れする商品は希望していないし、中
途解約したら元本割れをするとの説
明もされていない。
ひとこと助言
　販売員の説明だけで判断せず、必
ず契約情報や注意喚起情報を自分で
確認しましょう。
　また、自分の年齢、財産の状況や利
用目的などを踏まえて、個人年金保
険が本当に必要な商品かどうか、家
族など周りの人に相談するなど、十
分に考えてから契約しましょう。
　トラブルになった場合は、消費生
活センターに相談してください。
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参
加
し
ま
せ
ん
か

精
神
保
健
福
祉
家
族
講
座

　
精
神
障
が
い
の
あ
る
人
の
家
族
や
一

般
住
民
、関
係
機
関
職
員
な
ど
を
対
象

と
し
た
講
座
で
す
。

日
時　
２
月
24
日
㈫

午
後
２
時
〜
４
時（
受
付
／
午

後
１
時
30
分
〜
）

場
所　
筑
紫
総
合
庁
舎
２
階
大
会
議
室

（
大
野
城
市
白し

ら
き
ば
る

木
原
３
ー
５
ー

25
）

演
題　
地
域
で
暮
ら
す
準
備
っ
て
何
だ

ろ
う
？
〜
退
院
支
援
の
現
場
か

ら
〜

講
師　
窪く

ぼ
い井
か
お
り
さ
ん（
福
岡
県
立

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
太
宰
府
病

院
地
域
医
療
連
携
室
主
任
精
神

保
健
福
祉
士・社
会
福
祉
士
）

定
員　
50
人

申
込
方
法　
２
月
17
日
㈫
ま
で
に
、電

話
で
申
し
込
む

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
県
筑
紫

保
健
福
祉
環
境
事
務
所

☎（
５
１
３
）５
５
８
５

F（
５
１
３
）５
５
９
８

募　

集

日
本
の
家
族
に
な
り
ま
せ
ん
か

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国・
地
域
か
ら
福

岡
に
来
る
11
歳
の
こ
ど
も
大
使
を
受
け

入
れ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

　
応
募
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
見
る
か
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

※
受
け
入
れ
が
決
定
し
た
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
み
、資
料
郵
送
代
、会
場
使

用
料
と
し
て
参
加
費
１
０
０
０
円
が

掛
か
り
ま
す
。

期
間　
７
月
14
日
㈫
〜
22
日
㈬

募
集
人
数

▽
こ
ど
も
大
使
受
け
入
れ　
約
２
０
０

家
庭（
11
歳
前
後
の
子
ど
も
が
い
る

家
庭
）

▽
引
率
者（
大
人
）受
け
入
れ　
約
40
家

庭（
日
常
会
話
程
度
の
英
語
力
が
あ

る
人
が
い
る
家
庭
）

申
込
方
法　

２
月
18
日
㈬
午
後
６
時

（
必
着
）ま
で
に
、ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（http://w

w
w

.apcc.
gr.jp/

）で
応
募
条
件
を
確
認

し
、申
込
書
を
郵
送
す
る
か
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
申
し
込
む

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
P
Ｏ
ア

ジ
ア
太
平
洋
こ
ど
も
会
議・

イ
ン
福
岡
事
務
局（
〒
810
ー

０
０
０
１
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神

１
ー
10
ー
１
福
岡
市
役
所
北
別

館
５
階
）

☎（
７
３
４
）７
７
０
０

F（
７
３
４
）７
７
１
１

相　

談

法
テ
ラ
ス
福
岡

無
料
法
律
相
談

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
で

す
。

日
時　
２
月
19
日
㈭

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
１
階
相

談
室（
筑
紫
野
市
二ふ

つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

日
市
中
央

５
ー
14
ー
７
）

定
員　
６
人（
申
込
先
着
順
）

相
談
時
間　
１
人
30
分
以
内

申
込
方
法　
電
話
で
予
約
す
る

※
一
定
の
収
入
を
超
え
な
い
人
を
対
象

と
す
る
た
め
、予
約
の
際
に
収
入
な

ど
を
尋
ね
ま
す
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
法
テ
ラ
ス
福

岡

☎
０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
０
２

九
州・沖
縄
地
区一斉

境
界
ト
ラ
ブ
ル
無
料
相
談
所

　

法
務
局
職
員
と
土
地
家
屋
調
査
士

が
、境
界
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
が
、予
約
が
必
要

で
す
。気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
15
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

ア
ク
ロ
ス
福
岡
６
階
会
議
室

６
０
２（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神

１
ー
１
ー
１
）

申
込
方
法　
２
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮
の

う
ち
、平
日
の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
に
電
話
で
予

約
す
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
法
務
局

民
事
行
政
調
査
官
室

☎（
７
２
１
）９
３
８
３

F（
７
２
１
）４
５
９
０

開
設
し
ま
す

く
ら
し・行
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

道
路
に
関
す
る
こ
と
や
、税
金
、年

金
、福
祉
、登
記
な
ど
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す（
法

律
相
談
を
除
く
）。

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所　
岩
田
屋
本
店
新
館
６
階
行
政
相

談
コ
ー
ナ
ー（
福
岡
市
中
央
区

天て
ん
じ
ん神
２
ー
５
ー
35
）

問
い
合
わ
せ
先　
総
務
省
九
州
管
区
行

政
評
価
局

☎（
４
３
１
）７
０
８
１

F（
４
３
１
）８
３
１
７

福
岡
労
働
者
支
援
事
務
所

解
雇・雇
い
止
め
集
中
相
談
会

　
年
度
末
に
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
解

雇
な
ど
の
問
題
に
対
し
て
、労
働
者
、使

用
者
を
問
わ
ず
、電
話
や
面
接
で
労
働

相
談（
無
料
）に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
内
容
な
ど
、必
要
に
応
じ
て
弁

護
士
相
談（
２
月
26
日
㈭
午
後
３
時
〜

７
時
）を
行
い
ま
す
。

　
予
約
は
不
要
で
す
。秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
日
の
都
合
が
つ
か
な
い
人
の
た

め
に
、平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で
、電
話
や
面
談

に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　
２
月
25
日
㈬
、26
日
㈭

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

場
所　
福
岡
労
働
者
支
援
事
務
所（
福

岡
市
中
央
区
赤あ

か
さ
か坂
１
ー
８
ー
８

福
岡
西
総
合
庁
舎
５
階
）

相
談
員　
同
事
務
所
職
員

※
弁
護
士
へ
の
法
律
相
談
は
、事
前
に

相
談
を
受
け
て
か
ら
取
り
次
ぎ
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
事
務
所

☎（
７
３
５
）６
１
４
９

F（
７
１
２
）０
４
９
７

そ
の
他

２
月
７
日
は
北
方
領
土
の
日

北
方
領
土
は
日
本
固
有
の
領
土
で
す

　

２
月
７
日
は「
北
方
領
土
の
日
」で

す
。北
方
四
島
の
１
日
も
早
い
返
還
の

た
め
、こ
の
問
題
へ
の
理
解
と
関
心
を

深
め
、国
民
世
論
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ

う
。

内
閣
府
北
方
対
策
本
部
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://w
w

w
8.cao.go.jp/

hoppo/

問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課
総
務
法
制
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
５
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変
わ
り
ま
す

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
差
別
的

扱
い
禁
止
や
、公
正
な
待
遇
な
ど
を
定

め
た
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法（
短
時
間

労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す

る
法
律
）が
、４
月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま

す
。

　
主
な
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
公
正
な
待

遇
の
確
保

▽
正
社
員
と
差
別
的
取
り
扱
い
が
禁

止
さ
れ
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

の
対
象
範
囲
を
、有
期
労
働
契
約

を
締
結
し
て
い
る
労
働
者
ま
で
に

拡
大

▽
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
待
遇
と

正
社
員
の
待
遇
を
異
な
る
も
の
と

す
る
場
合
は
、そ
の
職
務
の
内
容
、

人
材
活
用
の
仕
組
み
、そ
の
他
の

事
情
を
考
慮
し
て
、不
合
理
で
な

い
も
の
と
す
る

○
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
対
す
る
説

明
義
務
の
新
設

▽
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
雇
い
入

れ
た
と
き
は
、雇
用
管
理
の
改
善

措
置
の
内
容
に
つ
い
て
、事
業
主

が
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

○
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
の
実
効
性
を

高
め
る
た
め
の
規
定
の
新
設

▽
厚
生
労
働
大
臣
の
改
善
勧
告
に
従

わ
な
い
事
業
主
の
名
前
の
公
表

▽
虚
偽
の
報
告
な
ど
を
行
っ
た
事
業

主
に
対
す
る
過
料

○
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者（
短
時
間
労

働
者
）と
は

１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
、同
じ

事
業
所
で
働
く
通
常
の
労
働
者
よ
り

も
短
い
労
働
者

※「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
」、「
ア
ル
バ
イ

ト
」、「
嘱
託
」、「
臨
時
社
員
」、「
準
社

員
」な
ど
、呼
び
方
は
異
な
っ
て
い

て
も
、右
の
条
件
に
当
て
は
ま
れ
ば

「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
」と
し
て
、

同
法
律
の
対
象
で
す
。

※「
パ
ー
ト
」な
ど
の
よ
う
な
名
称
で
呼

ば
れ
て
い
て
も
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く

人
は
、こ
の
法
律
の
対
象
と
は
な
り

ま
せ
ん
が
、事
業
主
は
こ
れ
ら
の
人

に
つ
い
て
も
こ
の
法
律
の
趣
旨
を
考

慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
る
か
、

「
パ
ー
ト
労
働
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」

（http://part-tanjikan.m
hlw

.
go.jp

）を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
労
働
局
雇
用
均

等
室

☎（
４
１
１
）４
８
９
４

F（
４
１
１
）４
８
９
５

市民図書館から未
来
に
ホ
ン
気
！

未
来
に
ホ
ン
気
！

　「ぞうさん」、「鉄腕アトム」、「手のひらを太陽に」など、詩人の仕事は思った以上に身近なとこ
ろに存在します。昔教科書で習った詩を、ふとした時に思い出したりすることも。生まれてから
死ぬまでのさまざまな人の営みに寄り添う詩の数々。人の心を揺さぶり豊かにする詩は、どう
やって生まれるのでしょうか。

　詩人と親しい編集者が、ごく普通の生活者の視点から、自分の感
じたこと、気になってきたことのそのままを、正直に谷川さんにぶつ
けた対談集です。笑いの絶えないおしゃべりなのに、詩人が抱えてき
た、人生と詩作ののっぴきならない課題が次々と姿を現します。詩人
という存在が身近に感じられるかもしれません。

　「倚
よ
りかからず」、「自分の感受性くらい」などで広く知られる詩人、

茨
いばらぎ

木のり子
こ

。日常的な言葉を使いながら、激しさを内包する詩はど
のように生まれたのでしょうか。彼女の生涯と、数々の詩を生み出し
た清らかなる精神に迫る評伝です。さまざまな角度から、詩人の足
跡を丁寧にたどります。

　童謡「ぞうさん」で知られる詩人まど・みちおが、84歳のときに母
校の子どもたちに宛てて送った手紙です。大切なことを子どもたち
に伝えることが自分の役目と、生涯子どもたちが分かる言葉で詩を
書き続けたまどさん。「ぜんりょくあげてがんばって　ぜんりょくあげ
てたのしんで」詩人から子どもたちへの力強いエール（応援）です。

『ぼくはこうやって詩を書いてきた　谷川俊太郎、詩と人生
を語る』　 谷

たにかわ
川俊
しゅんたろう

太郎・山
やまだ

田　馨
かおる

／著　ナナロク社　911.5ﾀﾆ【棚45】

『清
せいれつ

冽　詩人茨木のり子の肖像』
　　　　　　　　　　　後

ご と う
藤正

まさはる
治／著　中央公論社　911.5ｲﾊ【゙棚45】

『こどもたちへ　まどさんからの手紙』
　　　　　まど・みちお／文　ささめやゆき／絵　講談社　Ｊ159ｺ【棚13】

市民図書館（大谷6-24）
☎（584）4646　F（584）3900

 http://www.library.city.kasuga.fukuoka.jp詩人の生き方

図書館ウェブサイトを利用し
てください
　ウェブサイトには生活に役
立つ情報をたくさん掲載して
います。また、図書館利用カー
ドを持っている人は、メールア
ドレスを登録して自宅から本
やCDの予約ができます。
ビブリオバトルinかすが(雪解
の会)参加者募集！
　「ビブリオバトル」は、１人５
分間で本の魅力を語り、聴衆
をいかに「その気」にさせるか
を競う書評ゲームです。
　本だけでなく、人との新たな
出会いがありますよ。
日時　2月11日㈬午後2時〜
場所　市民図書館（大谷6-24）
定員（申込先着順）
▷発表者5人▷観戦者20人
申込・問い合わせ先　市民図

書館

もっと身近に
暮らしのなかに

図書館を



大土居 1 ｰ38　☎（581）5614 F（581）5616 天神山 1-213　☎（593）2777 F（593）2801

光町 2 ｰ180 ｰ4　☎（501）7014 F（501）7033須玖南 2 ｰ120　☎（573）2431 F（584）7739

2月の行事予定表

子育て広場
未就学児と保
護者対象。
友達づくり、
子育て情報な
どの交換の場。

ヨチヨチ広場
（0〜1歳児向け）

▶須玖：4日㈬、5日㈭
▶光町：6日㈮、20日㈮

▶白水：13日㈮、26日㈭、27日㈮
▶毛勝：4日㈬、19日㈭

午前11時〜
11時40分

親子サロン
（1〜3歳児向け）

▶須玖：20日㈮
▶光町：12日㈭

▶白水：4日㈬
▶毛勝：18日㈬ 午前10時30分〜

（1時間程度）ニコニコくらぶ
（満2歳以上）

▶須玖：12日㈭、13日㈮
▶光町：3日㈫、4日㈬、26日㈭、27日㈮

▶白水：18日㈬、19日㈭、24日㈫、25日㈬
▶毛勝：12日㈭、13日㈮、26日㈭、27日㈮

1日（日） 映画祭（アニマルワールド）　午後1時30分〜2時30分
3日（火） 小学生の節分会　午後4時〜4時40分
5日（木） 屋上DEあそぼ　午後4時〜4時40分　※雨天中止

7日（土） かんたんクッキング（チョコレートフォンデュ）
午前10時〜正午、10人、150円 

8日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

10日（火） こんにちは！ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）　午前
10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

12日（木） ワイワイ広場（マットであそぼ）　午後4時〜4時40分

13日（金）
ママの”ホッ”とタイム（リフレッシュ・ヨガ）
午前10時30分〜11時30分、10人 
※託児（1人500円）は8日（日）までに要申込

14日（土） 遊びの出前！児童センター　午前10時30分〜11時30分、
場所：春日野小ときめきホール

15日（日） ダブルダッチにトライ！　午後2時〜3時
19日（木） バドミントン大会　午後4時〜4時40分

21日（土）
かんたん工作、マフラー（牛乳パックでリリアン編み）　
午前10時〜正午、10人、50円 
トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

24日（火） 楽しいお話し会　午前11時〜11時30分
26日（木） 屋上DEあそぼ　午後4時〜4時40分　※雨天中止

4日（水） みんなDEあそぼ　午後4時〜4時20分

7日（土）
おまたせ！トランポリン　午前11時〜正午

おはなし広場（しゃぼん玉さん）　午後2時〜2時30分

15日（日）

楽しいクッキング（チキンクレープ）
午前10時15分〜正午、10人、100円 

親子であそぼう　午後3時〜3時20分

18日（水） みんなDEあそぼ　午後4時〜4時20分

21日（土） インラインスケート教室　午後1時30分〜3時、12人 
※雨天の場合28日（土）に延期

22日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

25日（水） みんなDEあそぼ　午後4時〜4時20分

26日（木） ニコニコくらぶ（ひなまつり）　午前10時30分〜11時30分　
※参加はどちらか1日のみ27日（金）

7日（土） かんたんクッキング（ラブリー♡チョコケーキ）
午前10時30分〜正午、10人、150円 8日（日）

10日（火） こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）　午前
10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

14日（土）
道場やぶり（冬のクイズラリー）　午後2時〜3時

トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

21日（土） 運動遊び（わくわく卓球大会）　午後2時〜3時

22日（日） 運動遊び（ドッジボール大会）　午後2時〜3時

25日（水） おはなしだいすき　午前11時〜11時30分

28日（土）
けかつ広場（みんなで☆プラバン）　午後2時〜3時

トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

今月の休館日

2日㈪、9日㈪
11日㈬、16日㈪、
17日㈫、23日㈪

児童
センター毛勝 児童

センター白水

児童
センター光町児童

センター須玖

あそぼ～ 　児童センターは、18歳未満であれば誰でも利用できます（未就学児は保護
者同伴）。室内遊具や運動遊具の貸し出しがあり、行事がない時でも、いろい
ろな遊具で遊べます。また、たまには育児から解放されてリフレッシュした
いという大人を対象とした、託児付きの行事もあります。
　須玖児童センターが入っているすくすくプラザ内には子育て支援セン
ターも併設されており、さまざまな子育て情報の提供や子どもや保護者から
の相談にも応じます（日曜日を除く）。気軽に利用してください。

　　　開館時間　
午前 10 時～午後 5時

▶　 の行事は、幼児も参加可（保護者同伴）▶表中の金額は参加費など▶ は申し込みが必要（2 月 1 日（日）午前 10 時以
降に申し込み。受付／午後 6 時まで。電話可・小学生以上は原則として本人申し込み）▶申し込みは 1 人 1 行事まで▶天
候により、中止または変更の場合あり（事前に要問い合わせ）

3日（火） すくすく育児相談　午前10時〜11時30分

6日（金） おはなしな〜に？　午前11時〜11時30分

7日（土） わんぱく広場（ドッジボール大会）　午後2時〜3時

8日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

10日（火） こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）　午前
10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

21日（土） 作ってわくわく（キラキラまんげきょう）　午後2時〜3時、先着15人

22日（日）
わくわくクッキング（いちごソースでクッキング）　
午前10時30分〜正午、12人、150円 

トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

28日（土） 道場やぶり（バドミントン大会）　午後2時〜3時
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惑星を観察しよう

開館日時／金～日曜日　午後2時～9時
場所／下白水209-171白水大池公園内

☎（558）9099   F（558）9023
※閉館日は星の館管理会社に転送します。

http://hoshinoyakata.com/
　 starpalace@skyblue.ocn.ne.jp

期　日 時　間 内　容

2月6日㈮～8日㈰

午後７時〜９時

2015年！木星観望会

13日㈮～15日㈰ 2015年！木星観望会

20日㈮～22日㈰ 金星と火星を見よう

27日㈮～3月1日㈰ 木星と月を見よう

4月生まれの
赤ちゃん募集（3歳まで）

写真の裏に赤ちゃんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、電話番号を書いて郵送してください。
平成27年3月2日㈪（当日消印有効）までの到着分の中から抽選で決定します。
送り先　市報かすが「お誕生日おめでとう」係（〒816 ８ー５０１春日市役所）　　  　　※写真は返却できません。
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※天候などにより内容が変更になる場合があります。

栁
やなぐち

口  笑
えみか

香ちゃん
平成25年2月2日生

（大土居）

黨
とう

  結
ゆうだい

大ちゃん
平成25年2月20日生

（春日原北町）

山
やまもと

本  琉
る

生
い

ちゃん
平成25年2月23日生

（白水ヶ丘）

馬
まはら

原  萌
も

綾
あ

ちゃん
平成24年2月24日生

（春日公園）

城
しろお

尾  紗
さ　ほ

帆ちゃん
平成26年2月28日生

（春日原北町）

江
えがみ

上  宗
そういちろう

一郎ちゃん
平成25年2月2日生

（昇町）

金
かねこ

子  綾
あやの

乃ちゃん
平成26年2月25日生

（下白水北）

永
ながの

野  紗
さ　と

都ちゃん
平成25年2月1日生

（春日公園）

國
くにたけ

武  そよ花
か

ちゃん
平成26年2月3日生

（宝町）

岩
いわぶち

淵  由
ゆ　ふ

芙ちゃん
平成25年2月11日生

（ちくし台）

　白水大池公園星の館は、毎週、季節の星座や天文現象の観
望会を行っています。参加は無料で、初心者でも指導員が丁
寧に案内しますので、気軽に来館してください。

上記以外の天体観測も行っています。
昼間は太陽なども観察できます。

主な公共施設の連絡先

春日市役所‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）1111
いきいきプラザ（健康課）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1134
いきいきプラザ（市民課西出張所）‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1133
すくすくプラザ（子育て支援センター）‥ ‥‥‥‥‥☎（584）1010
ふれあい文化センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）3366
市民図書館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）4646
男女共同参画・消費生活センター‥じょなさん‥‥‥☎（584）1201
奴国の丘歴史資料館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1144
市民スポーツセンター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（571）3234
温水プール‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（915）3500
西スポーツセンター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（954）0112
北スポーツセンター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（592）3600
春日警察署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（580）0110
下白水交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1873
春日原交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（581）0342
春日南交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（596）0380
春日・大野城・那珂川消防署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）1191
火事の問い合わせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎0180（999）888
春日那珂川水道企業団‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（571）7001
ハート館かすが‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（513）1766
教育支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（517）0396
福祉ぱれっと館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（575）2223
社会福祉協議会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（581）7225
春日市北地域包括支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（589）6227
春日市南地域包括支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（595）8188
ナギの木苑‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（595）0513‥
シルバー人材センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（596）1826
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■春日市総合情報メール

防犯・防災情報や子育て情報、健康情報な
ど11分野の行政情報を携帯電話などにメー
ル配信するサービスです。
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〈広告欄〉

■市の人口

広告に関するお問い合わせ先　㈱ホープ　☎ 092（716）1404

お宝文化百選

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

（12月31日現在）

■社会教育課社会教育担当
　☎（575）4121　F（593）7380

春
日
市
PR大

使
あ
す
か
ち
ゃ
ん

総人口 11万2372人
（前月+24）

女 5万7822人
（前月-1）

男 5万4550人
（前月+25）

世帯数 4万6630世帯
（前月-3）

増
転入 414人
出生 88人

その他 4人

減
転出 393人
死亡 64人

その他 25人

　惣利平成龍は、惣利地区の「げ
んきカイ」をはじめとする皆さん
による手作りです。初代「昇

しょうりゅう

竜」は、
平成13年2月に着手し、14年6月に
春日神社で入魂式を受けました。
現在は、白と赤の龍が、市内各地
の夏祭りや、博多のどんたく祭り、
春日奴国あんどん祭りで、勇壮な
龍
じゃおど

踊りを披露しています。
　また、毎年、春日神社境内で初
踊りを奉納しており、今年は1月
10日に行われました。迫力ある龍

惣
そうりへいせいりゅう
利平成龍

いけいけ通り

春日南中学校

塚原台

春日南小学校入口

大牟田池

惣利池

春日の杜通り

惣利公園

惣利３丁目

塚原台入口

惣利地区公民館内

や
よ
い
バ
ス
停
「
惣
利
３
丁

目
」
徒
歩
２
分

踊りを、祭りやイベントでぜひ見
てみてください。

場
所　
惣
利
３
ー
１
３
３
ー
１

惣利地区公民館に展示。見学／平日9：00〜16：00


